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グ
ロ
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融
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経
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学
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Ｓ
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Ｉ
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代
表
取
締
役
社
長
）

は
じ
め
に

　

二
一
世
紀
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
金
融
資
本
主
義
の
時
代
で
あ
る
。
そ
の
始
ま
り
は
、
一
九
八
九
年
の
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
に

象
徴
さ
れ
る
。
ソ
ビ
エ
ト
帝
国
が
崩
壊
し
、
米
ソ
冷
戦
が
終
結
し
、
そ
し
て
、
共
産
主
義
は
資
本
主
義
に
敗
北
し
、
イ
デ
オ
ロ
ギ

ー
上
の
戦
い
も
ま
た
終
結
し
た
。
そ
れ
以
降
、
ソ
連
、
東
欧
な
ど
旧
共
産
圏
は
社
会
主
義
体
制
を
放
棄
し
、
次
々
と
資
本
主
義
経

済
体
制
へ
シ
フ
ト
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
ま
で
閉
じ
ら
れ
て
き
た
共
産
圏
の
市
場
が
世
界
に
開
か
れ
、
自
由
主
義
圏
か
ら
の
資
本
が

流
入
し
、
共
産
主
義
圏
を
含
む
市
場
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
急
速
に
進
ん
だ
。

　

二
〇
〇
一
年
の
世
界
同
時
多
発
テ
ロ
は
、
歴
史
学
者
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ハ
チ
ソ
ン
が
指
摘
し
た
「
文
明
の
衝
突
」（
キ
リ
ス
ト
教

圏
と
イ
ス
ラ
ム
圏
の
対
立
）
が
、
米
ソ
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
に
代
わ
っ
た
こ
と
を
示
し
た
。
一
方
、
世
界
経
済
は
そ
れ
ほ
ど
単

純
な
図
式
に
は
お
さ
ま
ら
ず
、
二
一
世
紀
の
最
初
の
一
〇
年
間
で
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ロ
シ
ア
、
イ
ン
ド
、
中
国
（BRICs

）
を
は
じ
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め
と
す
る
新
興
国
が
著
し
い
成
長
を
遂
げ
、
世
界
は
先
進
国
中
心
か
ら
Ｇ
20
体
制
へ
と
大
き
く
変
化
し
て
い
っ
た
。

　

そ
し
て
、
二
〇
一
一
年
の
年
明
け
か
ら
イ
ス
ラ
ム
圏
で
民
主
化
の
動
き
が
広
が
っ
て
い
る
。
北
ア
フ
リ
カ
か
ら
中
東
に
か
け
て

独
裁
主
義
的
な
政
権
が
次
々
と
民
衆
の
前
に
圧
倒
さ
れ
て
い
る
。
産
油
国
リ
ビ
ア
を
始
め
、
中
東
全
体
が
不
安
定
化
し
原
油
供
給

が
先
細
れ
ば
、
原
油
価
格
が
高
騰
し
、
世
界
経
済
全
体
に
マ
イ
ナ
ス
影
響
を
与
え
か
ね
な
い
。

　

中
東
民
主
化
の
動
き
は
、
地
政
学
上
ア
ジ
ア
の
新
興
国
に
も
波
及
す
る
と
み
ら
れ
る
。
特
に
中
国
で
は
、
民
主
化
や
急
速
な
政

治
変
化
は
共
産
党
一
党
独
裁
体
制
に
混
乱
と
社
会
不
安
を
も
た
ら
す
と
し
て
警
戒
さ
れ
て
い
る
。

　

中
東
や
ア
ジ
ア
新
興
国
の
人
口
動
態
を
み
る
と
、
三
〇
代
以
下
の
若
年
層
が
人
口
全
体
に
占
め
る
比
率
が
高
い
。
若
者
は
経
済

成
長
を
支
え
る
主
た
る
労
働
力
で
あ
り
、
ま
た
民
主
化
の
推
進
力
で
も
あ
る
。
も
し
政
府
の
経
済
政
策
が
軌
道
に
乗
ら
ず
に
若
年

層
の
失
業
率
が
高
ま
れ
ば
、
彼
ら
の
不
満
は
ス
ト
レ
ー
ト
に
現
政
権
に
向
か
う
だ
ろ
う
。
経
済
成
長
と
民
主
化
を
推
進
で
き
る
か

ど
う
か
は
、
そ
の
国
の
産
業
育
成
政
策
に
か
か
っ
て
い
る
。
人
口
の
多
数
を
占
め
る
若
年
層
に
適
切
な
教
育
と
雇
用
を
提
供
で
き

る
か
ど
う
か
が
国
家
の
死
活
問
題
な
の
で
あ
る
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
市
場
に
お
い
て
は
、
一
九
世
紀
末
の
帝
国
主
義
の
よ
う
な
「
欧
米
列
強
対
植
民
地
」
と
い
う
単
純
な
構
図

は
あ
て
は
ま
ら
な
い
。
先
進
国
は
新
興
国
の
成
長
性
に
投
資
し
、
新
興
国
は
先
進
国
か
ら
の
技
術
移
転
の
恩
恵
を
受
け
、
安
価
な

労
働
力
を
提
供
す
る
な
ど
、
両
者
は
経
済
活
動
を
通
し
て
緊
密
な
関
係
を
築
い
て
い
る
。

　

ま
た
、
中
進
国
の
役
割
も
大
き
い
。
イ
ン
ド
や
ブ
ラ
ジ
ル
で
は
広
範
な
中
間
層
が
台
頭
し
、
彼
ら
の
旺
盛
な
消
費
が
国
内
の
経

済
成
長
を
支
え
、
新
興
国
か
ら
中
進
国
へ
と
脱
皮
を
始
め
て
い
る
。
中
国
は
中
進
国
の
立
場
に
立
っ
て
、
資
源
確
保
を
目
指
し
て

ア
フ
リ
カ
諸
国
へ
の
援
助
を
推
進
し
、
政
治
的
影
響
力
も
強
め
て
い
る
。
金
融
資
本
主
義
の
辺
境
で
あ
る
イ
ス
ラ
ム
圏
や
ア
フ
リ

カ
に
乗
り
出
し
、
次
の
新
興
国
を
制
す
る
の
は
先
進
国
と
は
限
ら
な
い
。
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こ
の
よ
う
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
辺
境
が
地
球
の
隅
々
に
ま
で
拡
大
す
る
な
か
、
資
本
投
資
と
安
全
保
障
と
が
絡
み
合
う
新
た

な
枠
組
が
組
成
さ
れ
、
そ
の
上
で
は
、
成
長
に
伴
う
経
済
的
収
益
の
追
求
と
地
政
学
上
の
利
害
調
整
と
い
っ
た
複
雑
な
関
係
が
、

重
層
的
か
つ
多
元
的
に
絡
み
合
っ
て
い
る
。

　

そ
の
典
型
は
中
国
で
あ
る
。
中
国
は
、
米
国
債
の
大
量
保
有
や
資
源
確
保
を
目
的
と
し
た
開
発
援
助
な
ど
金
融
と
投
資
を
武
器

と
し
、
軍
事
的
な
勢
力
拡
大
を
図
り
、
国
益
の
最
大
化
を
目
指
し
て
い
る
。

　

中
国
に
と
っ
て
国
内
の
経
済
成
長
が
国
家
の
存
続
の
た
め
に
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
目
的
は
ス
ピ
ー
ド
を
も
っ
て
達
成
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
政
府
は
国
内
の
民
主
的
政
治
体
制
の
成
熟
を
待
た
ず
に
上
か
ら
の
「
国
家
資
本
主
義
」
を
貫
く
。

　

中
東
に
目
を
向
け
れ
ば
、「
国
家
資
本
主
義
」
成
立
以
前
に
、
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
の
世
俗
化
と
ス
ン
ニ
ー
派
と
シ
ー
ア
派
の

宗
教
対
立
や
少
数
民
族
間
の
対
立
を
ど
う
乗
り
越
え
て
ゆ
く
か
と
い
う
聖
俗
に
関
わ
る
本
質
的
な
問
題
が
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
い
う
現
象
の
運
動
法
則
を
捉
え
、
今
後
の
世
界
の
政
治
経
済
の
動
向
に
つ
い
て
少
し
で
も
予
測

可
能
性
を
高
め
る
た
め
に
、
複
合
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
試
み
る
。
具
体
的
に
は
、
経
済
史
、
比
較
宗
教
社
会
学
な
ど
の
手
法
を
協

働
さ
せ
、
グ
ロ
ー
バ
ル
金
融
資
本
主
義
に
覆
わ
れ
た
現
状
を
読
み
解
く
政
治
経
済
学
の
構
築
を
目
指
す
。

　

第
一
章
で
は
、
ま
ず
歴
史
を
軸
に
、
経
済
史
に
お
け
る
資
本
主
義
の
成
立
に
つ
い
て
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
か
ら
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ

ー
バ
ー
に
至
る
「
近
代
化
」
の
系
譜
を
概
観
す
る
。
次
に
、
時
系
列
と
い
う
タ
テ
軸
で
は
な
く
、
歴
史
上
様
々
な
発
展
段
階
に
あ

る
国
家
が
横
倒
し
と
な
っ
て
並
列
に
金
融
市
場
で
結
ば
れ
、
相
互
に
依
存
し
合
う
現
状
に
つ
い
て
、
ヨ
コ
軸
と
し
て
の
「
グ
ロ
ー

バ
ル
化
」
を
再
考
す
る
。

　

第
二
章
で
は
、近
代
化
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
両
方
を
読
み
解
く
政
治
経
済
学
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

こ
れ
ま
で
の
西
洋
市
民
社
会
の
成
立
を
近
代
化
の
モ
デ
ル
と
す
れ
ば
、
資
本
主
義
の
成
立
と
民
主
主
義
の
成
立
、
そ
し
て
法
治
国
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家
の
成
立
は
三
位
一
体
で
あ
っ
た
。
こ
の
モ
デ
ル
は
中
国
や
中
東
も
含
む
二
一
世
紀
の
今
日
的
現
状
を
分
析
す
る
ツ
ー
ル
と
し
て

バ
ー
ジ
ョ
ン
・
ア
ッ
プ
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
試
み
の
一
例
と
し
て
、
新
進
の
政
治
学
者
イ
ア
ン
・
ブ
レ
マ
ー
の
提
唱
す
る
「
Ｊ

カ
ー
ブ
」
の
理
論
的
枠
組
み
を
紹
介
す
る
。

　

次
に
Ｊ
カ
ー
ブ
に
加
え
、
丸
山
真
男
の
二
つ
の
正
統
性
（
世
界
宗
教
に
お
け
るO

rthodoxy

正
統
性
とLegitim

acy

正
当
性
）

に
言
及
す
る
。
宗
教
社
会
学
の
分
析
ツ
ー
ル
を
Ｊ
カ
ー
ブ
と
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
後
の
政
治
・
経
済
の
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
構
築
を
試
み
る
。

　

第
三
章
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴
う
政
治
・
経
済
の
大
き
な
変
動
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
金
融
市
場
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る

に
つ
れ
、
そ
れ
以
前
の
市
場
リ
ス
ク
と
は
性
質
が
異
な
っ
て
き
て
い
る
。
一
九
八
九
年
以
来
、
世
界
は
様
々
な
金
融
危
機
を
経
験

し
て
き
た
。
例
え
ば
、
一
九
九
七
年
の
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
、
二
〇
〇
〇
年
の
Ｉ
Ｔ
バ
ブ
ル
崩
壊
、
そ
し
て
二
〇
〇
八
年
の
リ
ー
マ

ン
・
シ
ョ
ッ
ク
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
加
速
す
る
に
従
い
、
市
場
の
下
げ
は
増
幅
さ
れ
、
瞬
時
に
世
界
に
波
及

し
、
危
機
が
も
た
ら
す
リ
ス
ク
も
広
範
囲
に
お
よ
び
、
そ
の
規
模
は
ま
す
ま
す
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
る
。

　

起
こ
る
確
率
は
小
さ
い
も
の
の
、
い
っ
た
ん
起
こ
る
と
、
も
た
ら
さ
れ
る
損
害
が
格
別
に
大
き
い
、
こ
う
し
た
リ
ス
ク
の
本
質

は
「
テ
イ
ル
・
リ
ス
ク
」
で
説
明
さ
れ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
は
「
フ
ァ
ッ
ト
・
テ

イ
ル
・
リ
ス
ク
」
と
称
さ
れ
る
。
イ
ア
ン
・
ブ
レ
マ
ー
は
こ
の
金
融
市
場
の
リ
ス
ク
分
析
ツ
ー
ル
を
国
際
政
治
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
に
応
用
し
、
新
た
な
政
治
リ
ス
ク
に
対
す
る
予
測
性
を
高
め
よ
う
と
試
み
て
い
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
最
近
の
研
究
動
向
も
含
め
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
金
融
市
場
で
激
化
す
る
競
争
と
依
存
、
国
家
資
本
主
義
の

台
頭
、
そ
し
て
、
新
た
な
リ
ス
ク
の
在
り
方
に
つ
い
て
論
じ
、
現
状
分
析
と
将
来
予
測
の
た
め
の
政
治
・
経
済
学
の
プ
ラ
ッ
ト
フ

ォ
ー
ム
構
築
に
つ
な
げ
た
い
。
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一
、　

近
代
化
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化

１　
「
近
代
化
」
の
系
譜

　

本
章
で
は
、
近
代
化
の
理
論
構
築
を
支
え
る
経
済
史
を
ひ
も
と
き
、
二
一
世
紀
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
政
治
経
済
的
な
位
置
づ
け

を
考
え
る
ス
テ
ッ
プ
と
し
た
い
。
現
在
、
経
済
成
長
の
度
合
い
に
応
じ
て
、
先
進
国
、
中
進
国
、
新
興
国
、
新
興
国
を
目
指
す
国
々

に
分
け
ら
れ
て
い
る
。
で
は
、
同
じ
時
代
に
あ
っ
て
、
国
に
よ
っ
て
経
済
の
発
展
段
階
が
異
な
る
要
因
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。
な

ぜ
豊
か
な
国
と
貧
し
い
国
が
あ
る
の
か
、
産
業
を
発
展
さ
せ
、
国
富
を
生
み
出
す
原
動
力
は
何
か
。

　

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
も
ま
た
、
一
八
世
紀
の
英
国
で
同
じ
よ
う
な
問
い
を
投
げ
か
け
た
。
そ
し
て
回
答
を
見
出
す
べ
く
、『
諸
国

民
の
富
』
を
著
し
た
。
周
知
の
通
り
、
そ
の
学
問
体
系
は
古
典
経
済
学
と
し
て
、
現
在
の
政
治
経
済
学
、
社
会
科
学
全
体
の
基
礎

を
な
し
て
い
る
。

　

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
時
代
、
英
国
で
は
産
業
革
命
を
経
て
国
富
が
増
大
し
、
そ
の
繁
栄
は
他
国
を
凌
駕
し
て
い
っ
た
。
国
富
論

の
時
代
背
景
と
し
て
、
英
国
が
市
民
革
命
の
後
、
産
業
革
命
を
成
功
さ
せ
た
こ
と
は
経
済
史
上
の
史
実
と
な
っ
て
い
る
。
で
は
、

な
ぜ
英
国
が
他
国
に
先
駆
け
て
産
業
革
命
を
成
し
遂
げ
、
経
済
発
展
を
遂
げ
た
の
か
。
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ
な
ど
他
の
ラ
イ
バ
ル

諸
国
と
の
違
い
は
ど
こ
に
あ
り
、
そ
の
決
定
的
な
差
別
化
の
要
因
は
何
か
。

　

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
理
論
構
築
は
重
商
主
義
批
判
か
ら
出
発
し
、
諸
国
の
歴
史
的
発
展
段
階
の
格
差
を
重
商
主
義
か
ら
の
自
立

の
度
合
い
を
も
っ
て
確
認
し
よ
う
と
し
た
。
重
商
主
義
は
外
国
貿
易
を
通
し
て
国
に
巨
万
の
富
を
も
た
ら
し
た
。
そ
の
富
は
、
絶

対
王
政
の
も
と
で
独
占
権
を
与
え
ら
れ
た
御
用
商
人
、
大
金
融
業
者
、
高
利
貸
し
な
ど
に
配
分
さ
れ
た
。
彼
ら
は
、
香
料
や
鉱
産

物
、
ビ
ロ
ー
ド
、
絹
織
物
な
ど
の
奢
侈
品
の
み
な
ら
ず
、
生
活
に
必
要
な
財
貨
、
穀
物
、
食
肉
、
ブ
ド
ウ
酒
な
ど
ま
で
独
占
、
買
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占
め
に
よ
り
不
当
に
価
格
を
吊
り
上
げ
て
、
富
を
蓄
え
た
。
彼
ら
の
生
活
様
式
は
、
贅
沢
で
非
生
産
的
だ
っ
た
（
1
（

。

　

時
の
権
力
と
結
び
つ
い
た
独
占
的
な
外
国
貿
易
に
よ
る
富
の
蓄
積
は
、
世
界
史
上
、
古
今
東
西
に
見
ら
れ
た
現
象
で
あ
る
。
そ

し
て
、
独
占
的
買
占
め
集
団
は
、
時
の
権
力
が
廃
れ
て
い
く
の
と
と
も
に
富
の
基
盤
を
失
い
、
経
済
的
に
破
た
ん
し
て
い
っ
た
。

歴
史
上
有
名
な
ケ
ー
ス
と
し
て
、
メ
ジ
チ
家
や
フ
ッ
ガ
ー
家
が
あ
る

（
2
（

。

　

こ
の
よ
う
に
重
商
主
義
の
勃
興
と
衰
退
は
歴
史
上
何
度
も
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
い
っ
た
ん
近
代
市
民
社
会
が
成
立

す
る
と
、そ
の
国
は
過
去
の
パ
タ
ー
ン
か
ら
完
全
に
決
別
す
る
。
近
代
化
以
降
は
ま
っ
た
く
新
た
な
パ
ラ
ダ
イ
ム
に
シ
フ
ト
す
る
。

民
主
的
政
府
に
よ
る
統
治
の
も
と
、
資
本
主
義
経
済
が
持
続
的
に
成
長
を
遂
げ
て
い
く
。

　

さ
ら
に
「
近
代
市
民
社
会
成
立
」
の
歴
史
過
程
を
「
近
代
化
」
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
モ
デ
ル
化
し
て
考
え
る
と
、
以
下
の
よ
う

に
ま
と
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
近
代
化
を
遂
げ
た
国
は
資
本
主
義
経
済
に
よ
っ
て
国
富
を
蓄
積
し
、
安
定
的
な
成
長
を
遂
げ
る
。
近

代
化
の
途
中
に
あ
る
国
は
、
中
進
国
と
し
て
経
済
成
長
が
進
行
し
つ
つ
あ
る
。
そ
し
て
、
新
興
国
で
は
ま
さ
に
成
長
が
始
ま
ろ
う

と
し
て
い
る
。

（
１
）
経
済
史
に
お
け
る
近
代
市
民
社
会
成
立
論

　
　
　
　

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
か
ら
マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
ま
で

　

近
代
の
幕
開
け
は
一
六
世
紀
の
宗
教
改
革
で
あ
る
。
こ
の
こ
ろ
、
ル
タ
ー
の
批
判
の
矛
先
は
、
当
時
の
権
力
者
フ
ッ
ガ
ー
家
の

底
知
れ
ぬ
貪
欲
と
不
正
に
向
け
ら
れ
た
。
ル
タ
ー
は
「
商
業
お
よ
び
高
利
貸
論
」（
一
五
二
四
年
）
で
、
外
国
貿
易
を
「
た
だ
贅

沢
に
役
立
つ
だ
け
で
、
一
向
有
用
な
目
的
に
か
な
わ
ず
、
…
…
他
人
の
財
産
を
奪
い
盗
む
こ
と
に
ほ
か
な
ら
ぬ
」
と
し
て
い
る

（
3
（

。 

　

ル
タ
ー
が
改
革
者
と
し
て
重
商
主
義
を
倫
理
面
か
ら
批
判
し
て
い
る
の
に
対
し
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
は
、
経
済
合
理
性
の
面
か
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ら
重
商
主
義
を
批
判
し
、
重
商
主
義
の
逆
の
順
序
こ
そ
、
国
富
形
成
の
「
自
然
の
な
り
ゆ
き
」
と
論
じ
て
い
る
。

　

ス
ミ
ス
に
よ
る
国
富
の
自
然
な
発
展
経
路
は
、
農
業
、
製
造
業
そ
し
て
、
外
国
貿
易
（
商
業
）
の
順
で
あ
る
。
資
本
主
義
で
は

一
貫
し
て
、
合
理
的
経
営
に
よ
り
資
本
増
殖
を
目
指
す
資
本
家
と
、
合
理
的
な
資
本
主
義
的
な
労
働
組
織
と
が
経
済
行
為
の
方
向

を
決
定
す
る
。
し
か
も
、
そ
う
し
た
合
理
性
が
可
能
に
な
る
の
は
、
資
本
主
義
の
担
い
手
で
あ
る
人
々
が
、
単
な
る
肉
体
労
働
を

担
う
労
働
力
で
は
な
く
、
生
産
性
を
高
め
よ
う
と
す
る
精
神
と
向
上
心
を
持
っ
た
人
々
で
あ
っ
た
た
め
で
あ
る

（
4
（

。

　

こ
の
人
々
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
。
資
本
主
義
の
発
展
を
史
実
か
ら
実
証
す
る
経
済
史
の
研
究
成
果
を
み
る
と
、
資
本
主
義
と

い
う
経
済
シ
ス
テ
ム
が
前
提
と
し
て
い
る
近
代
市
民
社
会
の
成
立
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。「
近
代
市
民
社
会
は
封
建
社
会
の

解
体
の
中
か
ら
興
隆
し
て
く
る
自
営
農
民
・
借
地
農
・
農
村
工
業
の
中
小
生
産
者
・
小
商
人
お
よ
び
近
代
地
主
の
中
に
こ
そ
そ
の

起
源
を
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
宗
教
改
革
は
ほ
か
な
ら
ぬ
こ
の
産
業
的
中
産
層
の
主
体
的
条
件
を
形
成
す
る
役
割
を
担
っ
た
の

で
あ
る
」（

5
（

。

　

英
国
で
は
宗
教
改
革
と
市
民
革
命
を
経
て
、
生
産
的
な
産
業
的
中
産
層
が
非
生
産
的
な
特
権
階
級
の
支
配
を
覆
し
、
自
ら
自
由

な
市
民
と
し
て
、
経
済
的
に
は
独
立
し
た
生
産
者
と
し
て
、
台
頭
し
て
く
る
。
彼
ら
こ
そ
が
市
民
的
資
本
主
義
の
担
い
手
で
あ

り
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
「
経
済
人
」
の
プ
ロ
ト
タ
イ
プ
（
原
型
）、
そ
し
て
市
民
と
し
て
共
通
の
社
会
倫
理
・
道
徳
を
担
う
人
々

で
あ
る
。

　

さ
ら
に
重
要
な
点
は
、
新
し
い
生
産
者
に
よ
る
信
用
創
造
で
あ
る
。
西
洋
経
済
史
学
の
重
鎮
、
大
塚
久
雄
博
士
が
指
摘
す
る
よ

う
に
、
産
業
的
中
産
層
の
生
産
者
た
ち
が
「
製
品
を
卸
売
業
者
に
信
用
で
売
り
、
卸
売
業
者
は
そ
れ
を
さ
ら
に
小
売
業
者
に
信
用

で
売
る
と
い
う
系
列
の
関
係
で
、
取
引
の
上
で
掛
売
あ
る
い
は
延
払
い
の
連
鎖
が
形
作
ら
れ
て
い
る
…
…
信
用
の
授
与
は
、
生
産

者
→
商
人
、
と
い
う
方
向
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
」（

6
（

。
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や
や
長
く
な
っ
た
が
、
資
本
主
義
の
系
譜
を
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
か
ら
た
ど
る
と
、
宗
教
革
命
と
市
民
革
命
を
経
た
社
会
に
お
け

る
国
富
の
創
出
、
国
富
の
蓄
積
に
は
「
独
特
な
特
徴
」
が
あ
る
。

　

二
〇
世
紀
の
初
頭
、マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
も
ま
た
、こ
の
「
独
特
な
特
徴
」
に
注
目
し
た
。
そ
し
て
、富
を
創
出
す
る
人
々
、

す
な
わ
ち
「
精
神
を
も
っ
た
労
働
者
」
が
持
続
的
な
資
本
主
義
の
エ
ン
ジ
ン
で
あ
る
。
そ
の
人
々
は
ど
こ
か
ら
来
た
の
か
。
ウ
ェ

ー
バ
ー
は
「
エ
ー
ト
ス
（
労
働
の
倫
理
、
行
動
様
式
）」
が
人
格
形
成
に
深
く
か
か
わ
り
、
勤
労
を
動
機
づ
け
る
と
し
、
そ
う
し

た
行
動
に
導
く
客
観
的
な
社
会
的
要
因
、
原
理
を
特
定
の
宗
教
に
見
出
し
た
。
そ
し
て
、
近
代
社
会
の
社
会
科
学
的
分
析
を
『
プ

ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
倫
理
と
資
本
主
義
の
精
神
』
に
著
し
た

（
7
（

。

　

一
八
世
紀
の
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
い
う
「
道
徳
的
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
」
は
、「
エ
ー
ト
ス
」
と
い
う
一
九
―
二
〇
世
紀
の
ウ
ェ

ー
バ
ー
の
比
較
宗
教
社
会
学
の
概
念
と
し
て
発
展
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
エ
ー
ト
ス
の
「
独
特
な
特
徴
」、
そ
の

エ
ッ
セ
ン
ス
は
世
俗
的
禁
欲
主
義
（
ア
ス
ケ
ー
ゼ
）
で
あ
る
。

（
２
）
世
俗
的
禁
欲
主
義
（
ア
ス
ケ
ー
ゼ
）

　

二
一
世
紀
、
資
本
主
義
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
、
世
界
の
製
造
業
は
中
国
、
イ
ン
ド
や
ブ
ラ
ジ
ル
な
ど
新
興
国
へ
シ
フ
ト
し
、
ま

た
先
進
諸
国
は
さ
ら
に
高
度
な
金
融
資
本
主
義
へ
移
行
す
る
と
い
う
図
式
は
、
二
〇
〇
八
年
九
月
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
で
覆

さ
れ
た
。
金
融
資
本
主
義
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
ウ
ォ
ー
ル
街
そ
の
も
の
が
破
た
ん
の
淵
に
追
い
込
ま
れ
た
の
だ
。

　

米
国
政
府
は
こ
の
金
融
危
機
に
対
し
、
速
や
か
に
通
貨
供
給
を
増
や
し
、
市
場
に
流
動
性
を
提
供
し
た
。
金
融
市
場
は
瀕
死
の

重
傷
を
負
っ
た
人
が
息
を
吹
き
返
す
よ
う
に
意
識
を
取
り
戻
し
た
。
そ
し
て
、
二
〇
〇
九
年
三
月
以
降
、
株
式
相
場
は
い
っ
た
ん

戻
り
始
め
、「
資
本
主
義
は
死
な
ず
」
と
市
場
関
係
者
は
胸
を
な
で
お
ろ
し
た
。
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だ
が
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
未
曾
有
の
金
融
危
機
が
一
部
の
強
欲
な
投
資
銀
行
の
行
き
過
ぎ
た
儲
け
主
義
に
よ
っ
て
引

き
起
こ
さ
れ
た
と
い
う
批
判
が
わ
き
上
が
っ
た
。
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
で
破
滅
寸
前
に
ま
で
至
っ
た
ウ
ォ
ー
ル
街
で
は
、
自
己

の
欲
望
を
満
た
す
た
め
に
は
ど
ん
な
過
激
な
行
動
も
辞
さ
な
い
と
い
う
「
ア
ニ
マ
ル
ス
ピ
リ
ッ
ト
」
が
蔓
延
し
て
い
た
。
特
に
、

投
資
銀
行
の
特
権
的
な
人
々
は
ア
ニ
マ
ル
ス
ピ
リ
ッ
ト
を
正
当
化
す
べ
く
、
自
分
た
ち
だ
け
は
「
強
欲
資
本
主
義
」
の
ゲ
ー
ム
で

何
を
し
て
も
許
さ
れ
る
と
い
う
傲
慢
な
考
え
を
持
っ
て
い
た
。

　

ア
ニ
マ
ル
ス
ピ
リ
ッ
ト
と
は
、
金
融
市
場
で
の
剥
き
出
し
の
競
争
心
や
あ
く
な
き
利
益
の
追
求
な
ど
を
表
す
。
合
理
的
か
つ
冷

静
で
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
道
徳
心
を
備
え
た
「
経
済
人
」
を
前
提
と
し
な
い
。
高
度
な
金
融
資
本
主
義
は
実
際
、
ア
ダ
ム
・
ス
ミ

ス
と
古
典
経
済
学
か
ら
離
脱
し
、
過
剰
な
ア
ニ
マ
ル
ス
ピ
リ
ッ
ト
が
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
を
引
き
起
こ
し
た
。
一
部
の
経
済
学

者
は
過
度
な
リ
ス
ク
を
制
御
す
る
た
め
に
は
、
政
府
に
よ
る
規
制
が
必
須
で
あ
る
と
し
、
自
由
主
義
経
済
は
終
焉
し
た
と
述
べ

た
（
8
（

。

　

そ
も
そ
も
資
本
主
義
経
済
が
よ
っ
て
立
っ
て
い
た
基
盤
と
は
何
だ
っ
た
の
か
。
資
本
主
義
を
支
え
る
人
々
の
行
動
と
意
識
は
、

ど
の
よ
う
に
ア
ニ
マ
ル
ス
ピ
リ
ッ
ト
に
変
質
し
た
の
か
。

　

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
に
お
い
て
は
、
主
要
な
経
済
行
為
の
担
い
手
は
産
業
的
中
産
層
で
あ
る
。
人
々
は
相
互
に
シ
ン
パ
シ
ー
（
他

人
の
感
情
や
行
為
に
関
心
を
持
ち
、
そ
れ
に
同
感
す
る
能
力
）
を
持
ち
、
正
義
を
果
た
す
責
任
感
を
持
ち
合
わ
せ
る
。
市
民
社
会

は
そ
う
し
た
市
民
層
を
土
台
に
成
り
立
っ
て
い
る
。

　

広
範
な
市
民
が
相
互
に
ル
ー
ル
を
分
か
ち
合
う
市
民
社
会
な
く
し
て
は
、
近
代
資
本
主
義
の
成
立
は
あ
り
え
な
い
。
彼
ら
の
エ

ー
ト
ス
（
行
動
様
式
）
は
、「
世
俗
的
禁
欲
主
義
（
ア
ス
ケ
ー
ゼ
）」
が
一
般
社
会
へ
浸
透
し
、
広
く
倫
理
道
徳
と
し
て
普
及
し
て

ゆ
く
こ
と
で
確
立
さ
れ
た
。
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そ
れ
で
は
な
ぜ
、
宗
教
上
の
禁
欲
主
義
が
世
俗
化
し
、
経
済
的
な
行
動
様
式
に
な
っ
た
の
か
。
も
と
も
と
宗
教
は
、
絶
対
者
で

あ
る
神
と
人
間
の
内
面
の
領
域
に
位
置
す
る
。
宗
教
生
活
と
い
え
ば
、
僧
侶
に
な
っ
て
修
道
院
に
入
る
な
ど
、
現
世
の
社
会
と
切

り
離
れ
た
生
活
を
思
い
浮
か
べ
る
。
し
か
し
、
ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
以
降
、
特
に
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
の
人
々
は
、
宗
教
生
活
を
実
際

の
職
業
生
活
の
中
に
実
践
し
よ
う
と
し
た
。

　

カ
ル
ヴ
ァ
ン
の
予
定
説
に
よ
れ
ば
、
魂
の
救
済
は
職
業
労
働
に
求
め
ら
れ
、
そ
の
中
で
神
に
選
ば
れ
て
い
る
か
、
救
い
が
あ
る

か
ど
う
か
、
そ
の
し
る
し
を
見
出
す
こ
と
に
な
る
。
普
通
の
世
俗
社
会
の
中
で
、
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派
の
人
々
は
、
自
身
の
生
活
を
神

の
栄
光
と
い
う
目
的
に
沿
っ
て
禁
欲
的
に
組
織
し
合
理
化
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

世
俗
内
的
禁
欲
の
行
動
で
は
、
時
間
の
浪
費
や
無
益
な
奢
侈
な
ど
は
排
斥
さ
れ
る
。
快
楽
を
求
め
、
営
利
を
貪
る
こ
と
は
神
の

栄
光
に
そ
ぐ
わ
な
い
こ
と
で
あ
る
。
一
方
、
無
駄
を
省
い
た
合
理
的
で
規
律
に
満
ち
た
労
働
を
長
く
続
け
れ
ば
、
や
が
て
富
を
生

み
、
富
が
蓄
積
さ
れ
る
結
果
を
生
む
。

　
「
著
し
く
反
営
利
的
な
富
を
危
険
視
す
る
思
想
の
担
い
手
た
ち
（
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
人
々
）
は
、
そ
の
勤
勉
、
節
約
、
質
素
、
思

慮
、
用
心
、
周
到
、
節
制
お
よ
び
持
続
性
を
も
っ
て
自
己
の
職
業
労
働
に
精
励
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
意
図
に
反
し
て
富

裕
と
な
っ
た
。
彼
ら
は
公
共
の
福
祉
に
貢
献
す
る
職
業
に
勤
勉
・
慎
重
に
従
事
し
、
そ
の
収
益
を
非
生
産
的
に
浪
費
せ
ず
「
神
の

管
理
人
」
と
し
て
富
を
合
理
的
に
使
用
し
、
こ
れ
を
禁
欲
的
強
制
に
よ
り
い
っ
そ
う
多
く
の
公
共
の
福
祉
に
あ
て
る
こ
と
に
よ
り

富
裕
と
な
っ
た
」（

9
（

。

　

産
業
革
命
以
降
の
近
代
資
本
主
義
は
、
交
易
で
は
な
く
工
業
が
拡
大
す
る
こ
と
で
富
を
創
出
す
る
。
こ
の
力
強
い
持
続
的
な
経

済
発
展
の
担
い
手
が
禁
欲
的
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
「
精
神
を
も
っ
た
労
働
者
」
で
あ
り
、
ま
た
、
彼
ら
の
世
俗
性
ゆ
え
に
、

ア
ス
ケ
ー
ゼ
（
世
俗
的
禁
欲
主
義
）
が
社
会
へ
浸
透
し
、
彼
ら
の
エ
ー
ト
ス
（
労
働
の
倫
理
）
が
社
会
道
徳
の
基
盤
と
な
り
、
市
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民
社
会
の
ル
ー
ル
へ
と
拡
大
し
た
。

　

以
上
が
、
ス
ミ
ス
か
ら
ウ
ェ
ー
バ
ー
に
至
る
資
本
主
義
の
発
展
を
西
洋
市
民
社
会
成
立
過
程
と
重
ね
合
わ
せ
、
経
済
史
上
の
エ

ッ
セ
ン
ス
を
「
近
代
化
」
モ
デ
ル
に
昇
華
し
た
考
え
方
で
あ
る
。

２　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
ア
ス
ケ
ー
ゼ
な
き
資
本
主
義

　

マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
倫
理
が
ま
す
ま
す
世
俗
化
し
て
ゆ
く
過
程
で
、
ア
ス
ケ
ー
ゼ
な
き

資
本
主
義
の
行
く
末
を
見
据
え
、
ア
ス
ケ
ー
ゼ
を
失
っ
た
「
精
神
な
き
専
門
人
」、「
心
情
な
き
享
楽
人
」
の
出
現
を
懸
念
し
た

（
（（
（

。

　

一
方
、
一
九
世
紀
末
か
ら
二
〇
世
紀
に
か
け
て
の
資
本
主
義
の
拡
大
と
列
強
に
よ
る
植
民
地
支
配
に
つ
い
て
、
カ
ー
ル
・
マ
ル

ク
ス
は
『
資
本
論
』
を
著
し
、
資
本
主
義
経
済
を
社
会
科
学
の
対
象
と
し
、
そ
の
分
析
を
試
み
た
。
そ
し
て
、
大
恐
慌
を
き
っ
か

け
に
資
本
主
義
は
崩
壊
す
る
と
予
言
し
た
。

　

じ
っ
さ
い
一
九
二
九
年
の
大
恐
慌
は
資
本
主
義
そ
の
も
の
の
崩
壊
で
は
な
く
、ヒ
ト
ラ
ー
の
登
場
と
全
体
主
義
を
も
た
ら
し
た
。

政
治
思
想
家
ハ
ン
ナ
・
ア
ー
レ
ン
ト
は
『
全
体
主
義
の
起
源
』
を
著
し
、
全
体
主
義
が
共
産
主
義
国
家
の
成
立
に
よ
っ
て
増
幅
さ

れ
る
と
い
う
二
〇
世
紀
の
悲
劇
を
訴
え
た
。

　

以
下
、
ア
ス
ケ
ー
ゼ
な
き
資
本
主
義
の
発
展
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
関
し
て
、
マ
ル
ク
ス
と
ア
ー
レ
ン
ト
を
概
観
し
た
い
。

（
１
）
一
九
世
紀
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
マ
ル
ク
ス
主
義

　

一
九
世
紀
後
半
の
資
本
主
義
経
済
の
拡
大
は
、
大
英
帝
国
に
よ
る
植
民
地
支
配
と
い
う
形
で
進
行
し
た
。
英
国
覇
権
主
義
の
時

代
に
、
マ
ル
ク
ス
は
刻
々
と
変
化
す
る
国
際
経
済
・
金
融
の
動
き
を
み
つ
め
な
が
ら
資
本
主
義
の
自
律
的
な
運
動
法
則
を
見
出
そ
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う
と
し
た
。
そ
の
理
論
的
大
成
が
『
資
本
論
』
で
あ
る
。
資
本
論
を
も
っ
て
マ
ル
ク
ス
は
、
ア
ス
ケ
ー
ゼ
を
消
去
し
た
資
本
主
義

の
本
質
を
見
出
し
、
資
本
主
義
経
済
そ
の
も
の
を
客
観
的
・
科
学
的
に
解
明
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
う
え
で
マ
ル
ク
ス
は
、
搾
取

さ
れ
る
者
（
労
働
者
階
級
）
を
搾
取
す
る
者
（
資
本
家
階
級
）
か
ら
救
済
し
よ
う
と
し
た
。

　

資
本
論
で
は
英
国
覇
権
主
義
を
「
一
九
世
紀
版
グ
ロ
ー
バ
ル
化
」
と
見
据
え
、
高
度
化
す
る
資
本
主
義
の
行
く
末
を
予
測
し
よ

う
と
し
た
。
マ
ル
ク
ス
が
生
き
て
い
れ
ば
、
二
一
世
紀
の
最
初
の
一
〇
年
間
で
世
界
に
広
ま
っ
た
米
国
覇
権
主
義
と
し
て
の
グ
ロ

ー
バ
ル
化
を
ど
う
分
析
す
る
だ
ろ
う
か
。

　

一
九
世
紀
以
降
資
本
主
義
が
拡
大
す
る
過
程
に
お
い
て
、
い
く
つ
も
の
好
景
気
と
不
況
が
繰
り
返
さ
れ
、
そ
う
し
た
景
気
循
環

の
中
で
、
経
済
的
富
が
少
数
の
勝
ち
組
に
偏
っ
て
蓄
積
さ
れ
て
い
っ
た
。
こ
の
現
象
は
二
一
世
紀
に
お
い
て
も
、
経
済
成
長
の
段

階
の
異
な
る
米
国
で
も
中
国
で
も
、
そ
し
て
、
そ
の
他
の
新
興
国
で
も
同
時
多
発
的
に
起
こ
っ
て
い
る
。

　

し
か
も
、
Ｉ
Ｔ
革
命
以
降
、
世
界
の
変
化
の
速
度
は
ま
す
ま
す
速
く
な
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
鄧
小
平
に
よ
る
開
放
政
策
以
来
、

中
国
は
多
大
な
政
治
経
済
上
の
変
化
を
体
験
し
た
が
、
そ
の
三
〇
年
は
、
お
そ
ら
く
英
国
が
産
業
革
命
期
以
来
一
五
〇
年
も
の
歴

史
的
変
動
に
匹
敵
す
る
だ
ろ
う
。

　

二
〇
世
紀
末
に
Ｉ
Ｔ
革
命
を
い
ち
早
く
成
し
遂
げ
た
米
国
は
、
世
界
の
生
産
需
要
を
作
り
出
し
、
世
界
経
済
の
け
ん
引
役
と
な

っ
た
。
米
国
の
消
費
者
は
と
り
わ
け
中
国
か
ら
の
安
価
な
輸
入
品
を
購
入
し
、
中
国
を
「
世
界
の
工
場
」
に
押
し
上
げ
、
中
国
は

米
国
覇
権
主
義
の
恩
恵
を
受
け
る
形
で
経
済
成
長
を
続
け
た
。

　

こ
う
し
た
世
界
的
な
好
況
と
繁
栄
は
中
国
を
は
じ
め
と
す
る
新
興
国
に
新
し
い
富
を
生
み
出
し
た
。
だ
が
、
い
っ
た
ん
不
況
に

陥
る
と
、
少
数
の
勝
ち
組
と
多
数
の
負
け
に
分
解
し
、
社
会
に
は
貧
富
の
格
差
が
広
が
っ
て
い
く
。
マ
ル
ク
ス
経
済
学
で
は
、
経

済
成
長
の
過
程
で
景
気
循
環
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
少
数
の
資
本
家
階
級
と
多
数
の
労
働
者
階
級
へ
「
両
極
分
解
」
が
進
み
、
生
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産
的
中
間
層
が
し
だ
い
に
崩
壊
し
て
ゆ
く
と
指
摘
す
る
。
資
本
家
は
労
働
者
を
搾
取
し
、
ま
す
ま
す
富
み
、
労
働
者
は
自
身
の
労

働
力
以
外
何
も
売
る
も
の
は
な
く
、
ま
す
ま
す
絶
望
的
な
状
況
に
追
い
や
ら
れ
て
い
く
。

　

マ
ル
ク
ス
に
よ
れ
ば
、
恐
慌
時
に
両
者
の
階
級
対
立
は
先
鋭
化
し
、
階
級
闘
争
に
発
展
す
る
。
闘
争
の
結
果
、
こ
れ
ま
で
支
配

さ
れ
抑
圧
さ
れ
て
き
た
労
働
者
階
級
が
政
治
的
な
支
配
者
と
な
り
、
い
わ
ゆ
る
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
革
命
が
成
就
す
る
。
マ
ル
ク
ス
は

こ
れ
を
歴
史
の
必
然
の
な
り
ゆ
き
と
考
え
た
。

　

じ
っ
さ
い
、
一
九
世
紀
終
盤
、
労
働
者
に
よ
る
反
体
制
デ
モ
が
日
増
し
に
激
し
く
な
る
様
子
を
み
て
、
マ
ル
ク
ス
は
、
革
命
が

起
こ
り
、
既
存
の
資
本
主
義
・
帝
国
主
義
体
制
が
崩
壊
し
、
社
会
主
義
そ
し
て
共
産
主
義
を
労
働
者
が
打
ち
立
て
る
こ
と
を
願
っ

た
（
（（
（

。

　

マ
ル
ク
ス
の
言
う
「
資
本
主
義
の
最
後
の
鐘
が
鳴
る
」
時
は
来
た
の
だ
ろ
う
か
。
百
年
に
一
度
と
い
う
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク

は
大
恐
慌
並
の
多
大
な
損
失
を
も
た
ら
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
た
め
に
革
命
が
起
こ
っ
た
資
本
主
義
国
は
見
当
た
ら
な
い
。
む
し

ろ
、
中
東
の
民
主
化
運
動
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
資
本
主
義
経
済
体
制
以
外
の
国
々
で
既
存
の
政
府
が
倒
さ
れ
、
大
き
な
変
動
に

見
舞
わ
れ
て
い
る
。

　

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
国
家
に
よ
っ
て
資
本
主
義
が
終
焉
す
る
と
い
う
「
マ
ル
ク
ス
の
予
言
」
は
成
就
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

ス
タ
ー
リ
ン
の
粛
清
、
毛
沢
東
に
よ
る
文
化
大
革
命
、
ク
メ
ー
ル･

ル
ー
ジ
ュ
に
よ
る
原
始
共
産
主
義
な
ど
、「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア

独
裁
」
の
実
態
が
い
か
に
恐
ろ
し
い
地
獄
の
沙
汰
で
あ
っ
た
か
。
独
裁
者
が
恐
怖
政
治
の
も
と
、
人
権
を
抑
圧
し
、
何
百
万
人

も
の
自
国
民
を
組
織
的
に
虐
殺
し
、
そ
れ
を
正
当
化
し
た
。
マ
ル
ク
ス
主
義
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
独
裁
と
い
う
歴
史
上
の
実
験
は
、

一
九
八
九
年
の
ベ
ル
リ
ン
の
壁
と
と
も
に
共
産
主
義
の
最
後
の
鐘
が
鳴
り
、
そ
の
根
拠
を
失
っ
た
の
だ
。
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（
２
）
二
〇
世
紀
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
全
体
主
義

　

二
〇
世
紀
は
ナ
チ
ズ
ム
や
フ
ァ
シ
ズ
ム
、
そ
し
て
共
産
主
義
と
い
う
全
体
主
義
を
生
み
出
し
た
。
全
体
主
義
国
家
は
、
個
人
の

内
面
の
自
由
や
良
心
を
抑
圧
し
、
強
制
的
に
国
家
権
力
に
従
属
さ
せ
る
。
こ
の
時
期
、
米
国
で
は
マ
ッ
カ
ー
シ
ー
上
院
議
員
に
よ

る
反
共
運
動
の
嵐
が
吹
き
荒
れ
た
。
政
治
思
想
家
ハ
ン
ナ
・
ア
ー
レ
ン
ト
が
『
全
体
主
義
の
起
源
』
を
著
し
た
一
九
五
一
年
に
は
、

米
ソ
冷
戦
が
激
化
し
て
い
っ
た

（
（（
（

。

　

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
を
一
九
二
九
年
の
大
恐
慌
と
重
ね
合
わ
せ
る
と
、
金
融
危
機
の
混
乱
の
後
に
統
制
経
済
と
フ
ァ
シ
ズ
ム

が
生
み
だ
さ
れ
た
歴
史
が
繰
り
返
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
不
安
に
な
る
。
平
時
の
民
主
的
な
手
続
き
で
は
時
間
が
か
か
る
が
、

緊
急
時
に
は
国
家
が
強
権
を
発
動
す
れ
ば
、
よ
り
速
や
か
に
上
か
ら
の
政
策
を
推
進
で
き
る
。
し
か
し
、
一
時
的
な
強
権
が
恒
常

化
す
れ
ば
、
言
論
の
自
由
な
ど
市
民
的
自
由
を
国
家
が
奪
う
可
能
性
も
出
て
く
る
。

　
「
西
洋
市
民
社
会
成
立
」
過
程
を
経
て
い
な
い
新
興
国
で
は
、
国
家
が
経
済
の
効
率
性
を
求
め
る
あ
ま
り
統
制
経
済
を
強
め
る

傾
向
が
あ
る
。
好
況
で
成
長
が
続
く
場
合
は
よ
い
が
、
い
っ
た
ん
金
融
危
機
に
見
舞
わ
れ
、
脆
弱
な
経
済
成
長
の
基
盤
が
壊
れ
か

か
る
と
、
国
家
は
既
存
の
体
制
を
維
持
す
る
た
め
に
、
批
判
精
神
を
も
っ
た
市
民
や
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
な
ど
を
ス
ケ
ー
プ
ゴ
ー
ト
と

し
、
彼
ら
へ
の
圧
政
と
抑
圧
を
繰
り
返
す
。
国
家
権
力
が
市
民
文
化
や
伝
統
、
宗
教
や
倫
理
の
領
域
ま
で
踏
み
込
み
、
国
家
資
本

主
義
の
名
の
下
に
、
全
体
主
義
へ
傾
倒
し
て
ゆ
く
。
大
恐
慌
後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
ナ
チ
ス
政
権
が
誕
生
し
た
よ
う
に
、
同
様
の
パ

タ
ー
ン
が
二
一
世
紀
で
繰
り
返
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
。

　

ナ
チ
ス
か
ら
亡
命
し
た
ア
ー
レ
ン
ト
は
、
欧
州
の
「
反
ユ
ダ
ヤ
主
義
」
が
全
体
主
義
の
起
源
に
あ
る
と
分
析
し
た
。
二
一
世
紀

の
全
体
主
義
は
、
国
際
金
融
市
場
で
の
生
き
残
り
を
賭
け
た
国
家
資
本
主
義
が
そ
の
起
源
と
な
り
そ
う
だ

（
（（
（

。
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（
３
）
国
家
資
本
主
義
と
し
て
の
修
正
資
本
主
義

　

中
国
や
旧
共
産
圏
な
ど
中
央
集
権
的
な
政
治
体
制
が
経
済
政
策
の
担
い
手
で
あ
る
場
合
に
は
、
国
が
豊
か
に
な
っ
て
も
、
富
は

権
力
に
近
い
人
た
ち
へ
手
厚
く
分
配
さ
れ
、
一
般
の
人
々
は
不
平
等
の
ま
ま
、
貧
し
い
ま
ま
置
き
去
り
に
さ
れ
る
傾
向
が
あ
る
。

　

ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
以
前
の
重
商
主
義
時
代
に
は
、
富
の
分
配
が
平
等
で
な
い
と
い
う
実
態
が
一
般
の
人
々
に
く
ま
な
く
情
報
と

し
て
伝
わ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
二
一
世
紀
の
今
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
世
界
中
の
情
報
が
瞬
時
に
入
手
で
き
る
。
西
欧
市
民
社

会
の
成
立
を
経
な
か
っ
た
国
で
も
、
人
々
は
先
進
国
の
状
況
を
ネ
ッ
ト
で
知
り
、
貧
困
で
不
平
等
に
お
か
れ
た
自
分
の
状
況
に
気

付
き
、
不
正
義
だ
と
感
じ
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

国
富
論
の
誕
生
か
ら
今
日
ま
で
、
資
本
主
義
の
発
展
を
振
り
返
る
と
、
恐
慌
や
金
融
危
機
が
起
こ
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
欧
米
先

進
国
で
資
本
主
義
が
倒
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
社
会
主
義
革
命
の
起
こ
っ
た
ロ
シ
ア
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
辺
境
で
、
マ
ル
ク
ス
に

と
っ
て
は
想
定
外
だ
っ
た
だ
ろ
う
。

　

二
〇
〇
八
年
の
国
際
金
融
危
機
は
大
恐
慌
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
シ
ョ
ッ
ク
を
市
場
に
与
え
た
が
、
各
国
は
協
調
し
て
利
下
げ
や

量
的
緩
和
を
実
施
し
、
速
や
か
な
資
本
注
入
を
行
い
、
大
恐
慌
を
未
然
に
防
い
だ
。

　

こ
れ
ま
で
資
本
主
義
は
、
危
機
の
た
び
に
修
正
を
加
え
、
景
気
循
環
を
幾
度
も
潜
り
抜
け
な
が
ら
、
内
側
か
ら
体
質
強
化
を
は

か
っ
て
き
た
。
そ
の
意
味
で
、
環
境
変
化
に
最
も
適
応
で
き
た
者
の
み
が
生
き
残
り
、
進
化
す
る
と
い
う
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
の
ダ

イ
ナ
ミ
ズ
ム
こ
そ
、
資
本
主
義
の
本
質
で
あ
り
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
国
際
金
融
市
場
に
お
け
る
国
家
資
本
主
義
も
ま
た
、
修
正

資
本
主
義
の
新
た
な
形
態
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
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二　

宗
教
社
会
学
か
ら
み
た
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
位
相

１　

Ｊ
カ
ー
ブ

　
Ｊ
カ
ー
ブ
は
も
と
も
と
金
融
の
タ
ー
ム
で
、
企
業
再
生
フ
ァ
ン
ド
や
未
公
開
株
に
投
資
す
る
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
・
エ
ク
イ
テ
ィ
の

説
明
に
よ
く
用
い
ら
れ
る
。
図
１
に
あ
る
よ
う
に
、
時
間
軸
を
横
軸
に
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
を
縦
軸
に
と
る
。
企
業
再
生
の
ス

タ
ー
ト
時
点
で
は
、
企
業
価
値
が
ま
だ
低
く
、
フ
ァ
ン
ド
の
運
用
手
数
料
の
支
払
い
が
コ
ス
ト
と
し
て
出
て
い
く
た
め
、
ネ
ッ
ト
・

キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
が
マ
イ
ナ
ス
に
落
ち
込
む
。
し
か
し
、
一
定
期
間
を
経
て
企
業
再
生
が
進
み
、
価
値
が
高
ま
る
と
、
キ
ャ
ッ

シ
ュ
フ
ロ
ー
が
プ
ラ
ス
に
転
じ
る
。
そ
の
後
、
順
調
に
企
業
が
成
長
し
て
ゆ
く
に
つ
れ
、
フ
ァ
ン
ド
は
コ
ス
ト
を
上
回
る
収
益
を

上
げ
、
下
の
図
に
あ
る
よ
う
に
、
右
上
が
り
の
曲
線
を
描
く
。

　

イ
ア
ン
・
ブ
レ
マ
ー
は
、
金
融
リ
ス
ク
分
析
の
ツ
ー
ル
で
あ
る
Ｊ
カ
ー
ブ
の
概
念
を
用
い
て
、
政
治
リ
ス
ク
の
モ
デ
ル
化
を
試

み
た
。
こ
の
場
合
、
民
主
主
義
が
行
き
わ
た
り
、
外
に
向
か
っ
て
オ
ー
プ
ン
な
度
合
い
を
横
軸
に
、
政
治
的
な
安
定
度
を
縦
軸
に

と
る
。

　

図
２
に
示
す
よ
う
に
、
Ｊ
カ
ー
ブ
の
左
上
側
に
位
置
す
る
国
家
は
、
ひ
た
す
ら
国
を
閉
ざ
し
、
完
全
な
独
裁
政
権
を
維
持
し
て

い
る
。
そ
の
典
型
が
、
北
朝
鮮
、
か
つ
て
の
フ
セ
イ
ン
政
権
下
の
イ
ラ
ク
、
カ
ス
ト
ロ
独
裁
下
の
社
会
主
義
キ
ュ
ー
バ
で
あ
る
。

国
民
が
外
部
と
接
す
る
の
を
禁
じ
、
自
由
と
人
権
を
抑
圧
す
る
こ
と
で
国
家
の
維
持
と
安
定
を
図
っ
て
い
る
、
鎖
国
状
態
に
あ
る

国
家
で
あ
る

（
（（
（

。

　

江
戸
時
代
の
日
本
の
よ
う
に
鎖
国
が
続
け
ば
、
外
か
ら
の
侵
入
も
な
く
国
内
に
は
安
定
が
続
く
。
し
か
し
、
二
一
世
紀
の
今
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
世
界
中
の
情
報
が
入
手
で
き
る
時
代
に
、
完
全
な
鎖
国
が
続
く
と
は
考
え
に
く
い
。



グローバル金融資本主義の政治経済学

157

マイナスの
　　ネット・キャッシュフロー

　再生後企業価値の向上
ネットCFはプラスに転化

0　　1年目　　2年目　……　　　　5年目　……

キャッシュフロー（CF）

外へ向かうオープン度　→　高い

高い
　　↑
政治的
安定度

①

②

図１
出所：著者作成

図２
出所：Ian Bremmer, J Curve , p. 7
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人
々
は
外
の
世
界
を
知
り
、
自
由
を
求
め
、
既
存
の
体
制
に
異
議
申
し
立
て
を
始
め
る
。
外
へ
の
オ
ー
プ
ン
度
が
少
し
高
く
な

る
と
、
Ｊ
カ
ー
ブ
は
横
軸
を
右
方
向
へ
動
き
、
縦
軸
の
政
治
的
安
定
度
が
下
が
り
始
め
る
。
や
が
て
独
裁
体
制
が
崩
れ
、
政
治
的

に
不
安
定
な
状
況
（
内
戦
や
革
命
）
に
陥
る
と
、
カ
ー
ブ
の
左
上
か
ら
右
下
へ
向
い
（
①
）、「
Ｊ
」
の
く
ぼ
ん
だ
部
分
に
向
か
う
。

現
政
権
の
為
政
者
が
国
民
の
自
由
化
要
求
を
理
解
し
、
開
国
と
同
時
に
近
代
化
へ
と
経
済
成
長
を
促
す
政
策
を
打
ち
出
す
こ
と
が

で
き
れ
ば
、
Ｊ
カ
ー
ブ
の
ど
ん
底
か
ら
右
上
に
向
か
う
局
面
（
②
）
へ
転
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
国
民
経
済
は
安
定
的

な
政
治
体
制
の
も
と
持
続
的
成
長
の
局
面
に
入
り
、
Ｊ
カ
ー
ブ
は
ず
っ
と
右
上
が
り
に
伸
び
て
ゆ
く

（
（（
（

。

　

逆
に
、
為
政
者
が
改
革
の
契
機
を
失
す
れ
ば
、
国
民
は
失
意
と
怒
り
か
ら
不
信
任
を
突
き
つ
け
、
Ｊ
カ
ー
ブ
の
く
ぼ
み
の
部
分

が
ま
す
ま
す
落
ち
込
み
、
最
終
的
に
は
国
家
が
機
能
し
な
く
な
る
。
パ
ー
レ
ビ
国
王
下
の
イ
ラ
ン
、
サ
ダ
ム
・
フ
セ
イ
ン
下
の
イ

ラ
ク
、
チ
ャ
ウ
シ
ェ
ス
ク
下
の
ル
ー
マ
ニ
ア
な
ど
は
、
秘
密
警
察
に
よ
る
異
端
審
問
や
思
想
検
閲
、
言
論
弾
圧
を
行
い
、
長
い
間

国
民
を
恐
怖
に
陥
れ
た
。
こ
う
し
た
国
家
は
、
国
民
経
済
を
疲
弊
さ
せ
、
国
は
崩
壊
に
向
か
っ
た
。

　

次
に
、
図
２
の
Ｊ
カ
ー
ブ
を
用
い
て
、
過
去
三
〇
年
に
わ
た
る
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
動
き
を
概
観
し
よ
う
。
一
九
八
九
年
の
ベ
ル

リ
ン
の
壁
崩
壊
を
契
機
に
、
共
産
主
義
国
家
で
は
長
く
続
い
た
独
裁
政
治
が
崩
壊
し
、
政
治
的
な
空
白
が
生
じ
た
（
①
）。
旧
ソ

ビ
エ
ト
支
配
下
に
お
か
れ
て
い
た
東
欧
・
中
欧
諸
国
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
流
れ
の
中
、
外
か
ら
の
資
本
に
よ
る
成
長
を
遂
げ
よ
う

と
外
国
資
本
に
対
し
て
開
国
し
、資
本
主
義
経
済
の
確
立
を
急
ぎ
、必
死
に
Ｊ
カ
ー
ブ
の
右
上
へ
の
移
行
（
②
）
を
目
指
し
て
い
る
。

　

二
〇
一
一
年
明
け
て
か
ら
、
エ
ジ
プ
ト
で
ム
バ
ラ
ク
政
権
が
倒
さ
れ
た
よ
う
に
、
イ
ス
ラ
ム
圏
で
自
由
化
を
求
め
既
存
の
政
権

を
覆
す
動
き
が
出
て
き
て
い
る
（
①
）。
さ
ら
に
、Ｊ
カ
ー
ブ
の
下
に
沈
ん
だ
部
分
に
位
置
す
る
国
家
と
し
て
、サ
ウ
ジ
、ロ
シ
ア
、

そ
し
て
イ
ラ
ン
が
当
て
は
ま
る
。
親
米
的
な
サ
ウ
ジ
家
王
族
の
支
配
と
保
守
的
な
ワ
ハ
ー
ビ
主
義
、
イ
ラ
ン
民
主
化
と
イ
ス
ラ
ム

原
理
主
義
は
、
国
内
の
統
治
と
海
外
へ
の
経
済
開
放
と
の
二
律
背
反
的
な
力
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
い
る

（
（（
（

。
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イ
ラ
ン
と
サ
ウ
ジ
で
は
人
口
増
加
が
著
し
い
。
国
の
人
口
の
大
部
分
を
占
め
る
三
〇
歳
以
下
の
若
い
人
々
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化

と
と
も
に
育
っ
て
き
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
世
代
で
あ
る
。
世
界
と
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
当
た
り
前
の
彼
ら
に
対
し
て
、
国
家

が
鎖
国
を
強
要
す
る
こ
と
は
も
は
や
不
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
若
者
の
不
満
を
外
敵
に
向
け
さ
せ
よ
う
に
も
、
限
界
が
あ
る
。
原

油
に
よ
る
収
入
で
国
庫
が
潤
う
限
り
、
若
者
の
物
質
的
な
満
足
度
を
高
め
る
こ
と
で
不
満
を
減
ら
し
、
現
体
制
の
延
命
は
可
能
か

も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
根
本
的
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
で
は
な
い
。

　

現
実
的
な
平
和
的
解
決
策
は
、
国
民
全
員
が
安
定
的
な
経
済
成
長
の
恩
恵
を
受
け
る
「
上
げ
潮
政
策
」
を
ベ
ー
ス
に
し
た
国
づ

く
り
で
あ
り
、
技
術
革
新
が
成
長
を
推
し
進
め
る
原
動
力
と
な
る
だ
ろ
う
。
戦
後
の
日
本
が
天
皇
制
か
ら
解
放
さ
れ
奇
跡
の
高
度

成
長
を
成
し
遂
げ
た
よ
う
に
、
イ
ラ
ン
や
サ
ウ
ジ
の
よ
う
な
権
威
主
義
的
な
国
家
が
平
和
裏
に
近
代
化
に
向
か
う
の
か
ど
う
か
、

そ
し
て
、
そ
の
過
程
で
権
威
的
な
イ
ス
ラ
ム
宗
教
国
家
が
民
主
的
な
政
治
体
制
に
移
行
で
き
る
の
か
。
ま
た
、
国
富
が
公
共
の
富

Com
m

on W
ealth

と
し
て
蓄
積
さ
れ
、
イ
ス
ラ
ム
版
市
民
社
会
の
発
展
が
可
能
な
の
か
。
以
上
の
点
は
、
二
一
世
紀
の
社
会
実

験
で
あ
り
、
社
会
科
学
上
の
大
き
な
挑
戦
で
あ
る
。　

　

以
下
、
ブ
レ
マ
ー
の
Ｊ
カ
ー
ブ
を
ベ
ー
ス
に
、
ト
ル
コ
、
イ
ン
ド
、
中
国
の
近
代
化
政
策
を
概
観
す
る

（
（（
（

。
宗
教
の
聖
俗
二
元
論
、

世
俗
政
権
の
優
位
性
が
近
代
化
に
プ
ラ
ス
に
作
用
し
た
こ
と
に
言
及
し
、
次
の
節
に
つ
な
げ
た
い
。

（
１
）
ト
ル
コ
の
近
代
化

　

ト
ル
コ
は
地
理
上
、
東
と
西
を
結
ぶ
位
置
に
あ
る
。
オ
ス
マ
ン
ト
ル
コ
帝
国
の
頃
、
ト
ル
コ
は
一
人
の
指
導
者
、
ケ
マ
ル
・
ア

タ
チ
ュ
ル
ク
の
傑
出
し
た
カ
リ
ス
マ
と
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
っ
て
、
世
俗
化
、
近
代
化
、
共
和
主
義
国
家
へ
の
移
行
を
成
功
さ

せ
、
イ
ス
ラ
ム
国
家
と
し
て
成
長
と
進
歩
を
遂
げ
た
。
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ト
ル
コ
は
世
俗
的
な
支
配
を
宗
教
的
支
配
よ
り
も
優
位
に
置
き
、
カ
リ
フ
制
度
を
廃
止
し
、
欧
州
か
ら
法
制
度
を
導
入
し
た
。

こ
の
大
改
革
は
、
私
心
が
な
く
、
ま
た
特
定
の
利
益
集
団
に
属
さ
な
か
っ
た
ケ
マ
ル
・
ア
タ
チ
ュ
ル
ク
の
優
れ
た
人
格
ゆ
え
に
、

成
し
遂
げ
る
こ
と
が
で
き
た
。
ア
ン
ド
リ
ュ
ー
・
マ
ン
ゴ
ー
に
よ
る
自
伝
で
は
「
彼
の
啓
蒙
主
義
こ
そ
が
国
を
創
り
、
啓
蒙
主
義

は
聖
人
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
」
と
評
さ
れ
て
い
る

（
（（
（

。

（
２
）
イ
ン
ド
、
シ
ン
首
相
の
改
革
経
済　

　

ソ
連
を
模
範
に
社
会
主
義
的
な
経
済
政
策
を
取
っ
て
き
た
イ
ン
ド
に
も
、
ベ
ル
リ
ン
の
壁
崩
壊
後
、
転
機
が
訪
れ
た
。

一
九
九
一
年
に
ラ
ー
オ
首
相
が
経
済
学
者
で
あ
る
マ
ン
モ
ハ
ン
・
シ
ン
を
大
蔵
大
臣
に
任
命
し
た
。
シ
ン
大
臣
は
自
由
化
政
策
に

よ
り
規
制
緩
和
、
民
営
化
な
ど
の
改
革
を
推
し
進
め
た
。
そ
の
成
果
が
あ
り
、
一
九
九
〇
年
代
に
イ
ン
ド
は
経
済
成
長
の
プ
ロ
セ

ス
に
入
っ
た
。　

　

さ
ら
に
、
シ
ン
大
臣
の
経
済
改
革
は
イ
ン
ド
に
政
治
的
安
定
を
も
た
ら
し
た
。
一
つ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
は
、
一
九
九
八
年
に
ヒ

ン
ズ
ー
中
心
の
右
派
、
イ
ン
ド
人
民
党
（
Ｂ
Ｊ
Ｐ
）
が
イ
ス
ラ
ム
法
（M

uslim
 Personal Law

）
を
廃
止
し
、
国
民
の
た
め
の

民
法
典
に
一
元
化
し
た
こ
と
だ
。
民
法
典
で
は
、
ヒ
ン
ズ
ー
、
イ
ス
ラ
ム
な
ど
各
宗
教
を
超
え
て
、
結
婚
、
離
婚
、
相
続
に
関
す

る
民
法
を
設
定
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
特
定
の
宗
教
上
の
正
統
性
で
は
な
く
、
多
様
性
を
踏
ま
え
た
市
民
社
会
の
規
範
と
法

の
支
配
の
確
立
が
、
イ
ン
ド
を
世
俗
国
家
と
し
て
安
定
化
し
、
経
済
成
長
を
遂
げ
る
契
機
と
な
っ
た

（
（（
（

。

　

次
に
、
シ
ン
大
臣
は
、
二
〇
〇
四
年
か
ら
シ
ー
ク
教
と
し
て
初
め
て
首
相
の
座
に
就
き
、
そ
の
優
れ
た
経
済
手
腕
に
基
づ
き
、

多
民
族
、
他
宗
教
の
イ
ン
ド
が
国
民
経
済
と
し
て
成
長
を
続
け
る
基
盤
を
作
り
上
げ
た
。
も
と
も
と
イ
ン
ド
は
英
国
か
ら
独
立
を

勝
ち
取
っ
た
直
後
か
ら
民
主
主
義
を
標
榜
し
て
き
た
。
そ
の
意
味
で
は
政
治
的
に
は
、
民
主
主
義
の
制
度
化
に
つ
い
て
植
民
地
時
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代
か
ら
指
導
者
層
の
意
識
が
進
ん
で
い
た
と
い
え
よ
う
。

　

た
だ
し
、
因
習
と
し
て
の
カ
ー
ス
ト
制
は
二
一
世
紀
に
な
っ
て
も
完
全
に
消
え
去
っ
て
い
な
い
。
こ
の
制
度
は
ヒ
ン
ズ
ー
教
の

も
た
ら
し
た
固
定
的
な
身
分
制
で
あ
り
、
個
人
は
生
ま
れ
な
が
ら
定
め
ら
れ
た
職
業
や
社
会
的
地
位
に
し
か
つ
け
な
い
と
し
て
い

る
。
し
か
し
、
Ｉ
Ｔ
革
命
は
、
イ
ン
ド
の
こ
の
古
い
制
度
を
も
変
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

イ
ン
ド
で
Ｉ
Ｔ
産
業
が
発
展
し
た
の
は
、
カ
ー
ス
ト
制
度
に
は
Ｉ
Ｔ
と
い
う
新
し
い
分
野
に
お
け
る
職
業
に
つ
い
て
の
規
定
が

な
か
っ
た
た
め
だ
。
ハ
ン
グ
リ
ー
精
神
に
溢
れ
た
優
秀
な
人
々
が
カ
ー
ス
ト
に
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
事
業
の
発
展
に
努
め
た
。
イ

ン
ド
で
は
Ｉ
Ｔ
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
「
カ
ー
ス
ト
か
ら
の
自
由
」
を
も
た
ら
し
、
起
業
家
に
経
済
的
利
益
と
社
会
的
地
位
の
向
上
を
も

た
ら
し
た
。

　

カ
ー
ス
ト
制
度
の
よ
う
な
長
年
に
わ
た
る
慣
習
が
社
会
か
ら
完
全
に
消
え
て
ゆ
く
に
は
相
当
な
時
間
が
か
か
る
だ
ろ
う
。だ
が
、

持
続
的
な
経
済
成
長
が
国
民
全
体
を
豊
か
に
す
る
こ
と
で
、
悪
し
き
因
習
は
人
々
の
主
要
な
関
心
事
で
は
な
く
な
り
、
カ
ー
ス
ト

に
よ
る
偏
見
も
薄
ま
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
る
。
経
済
成
長
は
、
人
々
が
さ
ら
に
豊
か
に
な
る
た
め
に
前
進
し
て
ゆ
く
べ
き
新
し
い

地
平
線
、
目
標
を
提
供
す
る
。
人
々
が
過
去
よ
り
も
未
来
に
希
望
を
託
す
と
き
、
お
の
ず
と
旧
い
慣
習
は
人
々
の
意
識
か
ら
遠
ざ

か
っ
て
い
く
。

（
３
）
中
国　

次
な
る
大
躍
進
か

　

中
国
は
漢
民
族
が
多
数
を
占
め
る
が
、
イ
ン
ド
同
様
、
多
民
族
、
多
宗
教
の
国
家
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
イ
ン
ド
の
よ
う

に
英
国
の
支
配
を
受
け
た
広
範
な
指
導
者
層
が
存
在
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
中
国
で
は
移
住
を
制
限
す
る
戸
籍
制
度
な
ど
伝
統
主

義
的
な
人
治
に
よ
る
支
配
構
造
が
あ
り
、
そ
の
上
に
共
産
党
一
党
独
裁
支
配
が
重
な
っ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
共
産
党
の
地
方
の
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下
部
組
織
は
労
働
生
産
単
位
で
あ
る
作
業
単
位
に
網
羅
さ
れ
、
相
互
監
視
シ

ス
テ
ム
が
社
会
の
隅
々
に
ま
で
行
き
渡
っ
て
い
る

（
（（
（

。

　

ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
崩
壊
し
た
一
九
八
九
年
に
、
中
国
で
は
天
安
門
事
件
が

起
こ
っ
た
。
ソ
連
が
崩
壊
し
、
共
産
主
義
の
抑
圧
か
ら
の
解
放
が
起
こ
っ
た

同
じ
年
に
、
世
界
は
中
国
に
内
在
す
る
恐
る
べ
き
抑
圧
の
シ
ス
テ
ム
を
知
り

戦
慄
し
た
。
そ
し
て
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
中
国
は
、
実
質
的
な
「
生
活

苦
か
ら
の
解
放
」、
あ
る
い
は
一
等
国
に
な
る
と
い
う
国
家
目
的
の
た
め
に
、

共
産
党
一
党
独
裁
も
辞
さ
な
い
と
い
う
姿
勢
を
貫
い
て
き
た
。

　

現
在
、
中
国
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
世
界
二
位
に
上
り
詰
め
、
経
済
成
長
を
続
け
る
た

め
に
国
家
資
本
主
義
体
制
を
強
化
す
る
傾
向
に
あ
る
。人
民
元
を
国
際
化
し
、

高
速
鉄
道
（
中
国
版
新
幹
線
）
を
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
に
走
ら
せ
る
と
い
っ
た

覇
権
主
義
へ
の
野
心
を
隠
さ
な
い
。
一
方
で
、
国
内
の
局
地
的
な
暴
動
や
少

数
民
族
に
対
す
る
圧
政
が
激
し
く
な
る
と
予
想
さ
れ
る
。

　

ブ
レ
マ
ー
に
よ
れ
ば
、
中
国
は
次
な
る
「
大
躍
進
」
を
目
指
す
。
図
３
に

示
す
よ
う
に
、
そ
の
シ
ナ
リ
オ
で
は
Ｊ
カ
ー
ブ
の
底
（
②
）
を
通
ら
ず
、
①

か
ら
③
へ
平
和
的
移
行
を
果
た
し
、
さ
ら
に
右
上
へ
移
動
し
、
成
長
と
安
定

を
続
け
る

（
（（
（

。

　
「
大
躍
進
」
の
シ
ナ
リ
オ
は
、
国
家
資
本
主
義
の
も
と
共
産
党
の
上
か
ら

外へ向かうオープン度　→　高い

高い
　　↑
政治的
安定度

①

②

③

大躍進

図３
出所：Ian Bremmer, J Curve , p. 261
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の
改
革
と
し
て
実
施
さ
れ
る
。
国
際
金
融
市
場
で
の
競
争
優
位
が
国
家
の
存
続
を
左
右
す
る
以
上
、
中
国
で
は
ア
ス
ケ
ー
ゼ
な
き

資
本
主
義
が
む
き
出
し
の
営
利
主
義
と
結
び
つ
く
。
中
国
の
国
家
資
本
主
義
は
、
軍
事
的
優
位
と
資
源
を
め
ぐ
る
覇
権
主
義
に
つ

な
が
り
、
こ
れ
か
ら
の
国
際
政
治
と
安
全
保
障
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
。

　

こ
う
し
た
新
た
な
国
家
資
本
主
義
に
お
い
て
、
国
内
で
は
経
済
的
な
安
定
が
保
た
れ
る
限
り
、
共
産
党
独
裁
体
制
が
全
体
主
義

的
な
統
治
機
構
と
し
て
機
能
し
続
け
る
だ
ろ
う
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
は
、
高
度
に
効
率
的
な
国
家
資
本
主
義
と
そ
れ
を
支
え
る
全
体

主
義
的
な
政
府
と
い
う
、市
民
社
会
的
な
道
徳
的
倫
理
や
民
主
主
義
と
は
本
来
相
い
れ
な
い
「
鬼
子
」
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
る
。

　

以
上
、
ブ
レ
マ
ー
の
Ｊ
カ
ー
ブ
を
用
い
な
が
ら
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
過
程
で
非
西
洋
諸
国
が
二
一
世
紀
に
い
か
に
近
代
化
を
成

し
遂
げ
る
の
か
と
い
う
観
点
か
ら
述
べ
て
き
た
。
次
に
、
以
上
の
分
析
に
加
え
、
比
較
宗
教
社
会
学
に
丸
山
真
男
に
お
け
る
「
二

つ
の
正
統
性
」
概
念
を
基
軸
に
、
聖
俗
一
致
に
お
け
る
正
統
性
、
そ
し
て
世
俗
化
に
お
け
る
正
当
性
に
つ
い
て
そ
の
位
相
関
係
を

論
じ
、
近
代
化
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
新
た
な
知
の
枠
組
み
の
中
で
考
察
す
る
。

２　

丸
山
真
男
に
お
け
る
「
二
つ
の
正
統
性
」
と
近
代

（
（（
（

　

マ
ッ
ク
ス
・
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
、
近
代
資
本
制
の
成
立
に
禁
欲
的
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
の
倫
理
が
果
た
し
た
役
割
を
論
じ
た
。

こ
こ
で
は
、
さ
ら
に
丸
山
真
男
の
二
つ
の
正
統
性
の
概
念
を
用
い
て
、
現
代
世
界
の
政
治
経
済
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
と
今
後
の
動
向

を
概
観
し
た
い
。
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
、
正
統
性
の
理
念
をLegitim

acy
（
Ｌ
正
当
性
）
に
限
っ
て
用
い
て
い
る
。
丸
山
は
「
闇
斎

学
と
闇
斎
学
派
」
に
お
い
て
も
う
ひ
と
つ
の
正
統
性O

rthodoxy

（
Ｏ
正
統
性
）
の
概
念
を
導
入
し
て
い
る
（
（（
（

。

　

丸
山
に
よ
る
と
、
Ｏ
正
統
性
（O

rthodoxy

）
と
は
「
教
義
・
世
界
観
を
中
核
と
す
る
オ
ー
ソ
ド
ク
シ
ー
問
題
」
に
関
す
る
正
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統
性
で
あ
り
、
Ｌ
正
当
性
（Legitim

acy

）
と
は
「
統
治
者
ま

た
は
統
治
体
系
を
主
体
と
す
る
正
統
論
議
」
で
あ
る
。
Ｏ
正
統

性
に
対
立
す
る
概
念
は
、Heterodoxy

で
、「
漢
語
で
は
、異
学
・

異
端
・
異
教
・
邪
教
で
あ
る
」。
こ
れ
に
対
し
て
、
Ｌ
正
当
性

に
対
立
す
る
概
念
は
、「
統
治
者
あ
る
い
は
統
治
体
系
の
変
動

に
か
か
わ
る
も
の
」
で
あ
り
、
一
義
的
に
異
端
・
異
教
で
は
な

い
（
（（
（

。

　
「
Ｏ
正
統
性
と
Ｌ
正
当
性
は
互
い
に
」
浸
透
し
合
っ
た
り
、

ま
た
無
関
係
に
位
置
し
た
り
、
世
界
の
宗
教
・
政
治
形
態
に
い

く
つ
か
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
与
え
て
き
た
。
例
え
ば
、
Ｏ
正

統
性
の
根
拠
を
め
ぐ
る
闘
争
が
Ｌ
正
当
性
に
ま
で
及
ぶ
場
合
が

あ
る
。
歴
史
的
に
み
る
と
、「
Ｏ
正
統
性
を
め
ぐ
る
教
義
的
対

立
が
…
…
政
治
的
闘
争
に
転
化
し
、
あ
る
い
は
国
際
的
な
宗
教

戦
争
に
ま
で
発
展
し
た
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
る
」。
ま
た
、

逆
に
、
Ｌ
正
当
性
が
Ｏ
正
統
性
よ
り
も
優
位
に
あ
る
場
合
も
あ

る
。
そ
の
典
型
が
「
皇
帝
法
王
主
義
」
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
Ｏ

正
統
性
と
Ｌ
正
当
性
が
混
然
一
体
と
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
、

イ
ス
ラ
ム
教
で
あ
る
。「
Ｏ
正
統
レ
ベ
ル
の
抗
争
は
Ｌ
正
当
レ

ユダヤ教

イスラム教

儒　　教

原　始
キリスト教

ヘレニズム パウロ ローマン
カソリック

ギリシア
正　　教

ギリシア
カソリック

プロテス
タ ン ト

カソリック

ロシア正教

外面の世界 内面の世界 正俗二元論

正俗一元論

有

無

＋

＋

絶対者との
契　約 〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

図４　神との契約　Ｏ正統性とＬ正当性
出所：大井幸子「二つの正統性と近代」『ソシオロゴス』６、88 頁。
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ベ
ル
の
そ
れ
と
交
錯
す
る
の
は
避
け
ら
れ
な
い
…
…
イ
ス
ラ
ム
教
徒
も
な
れ
ば
、
政
教
一
致
が
教
義
の
な
か
に
組
み
込
ま
れ
て
い

る
か
ら
、
ふ
た
つ
の
正
統
の
関
連
と
交
錯
は
ヨ
リ
高
度
に
現
出
せ
ず
に
は
や
ま
な
い
で
あ
ろ
う
。（

（（
（

」

（
１
）
世
界
宗
教
に
お
け
る
Ｏ
正
統
性
と
Ｌ
正
当
性

　

米
国
が
二
〇
〇
一
年
の
世
界
同
時
多
発
テ
ロ
に
あ
っ
た
と
き
に
、
多
く
の
知
識
人
が
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
博
士
の
論

文
「
文
明
の
衝
突
」（
一
九
九
三
年
フ
ォ
ー
リ
ン
・
ア
フ
ェ
ア
ー
ズ
誌
に
寄
稿
、
そ
の
後
単
独
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
）
を
思
い

起
こ
し
た
。
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
が
ア
ル
カ
イ
ダ
と
の
戦
い
、
テ
ロ
撲
滅
を
強
く
訴
え
た
と
き
に
、
キ
リ
ス
ト
教
原
理
主
義
対
イ
ス

ラ
ム
教
原
理
主
義
の
図
式
を
想
起
し
た
識
者
も
い
た
。
も
し
宗
教
上
の
対
立
が
戦
争
に
つ
な
が
る
と
す
れ
ば
、
近
代
以
前
の
宗
教

戦
争
の
時
代
に
逆
戻
り
す
る
こ
と
に
な
る
。
異
な
る
文
明
と
共
存
で
き
な
い
と
な
れ
ば
、
近
代
ま
で
の
歴
史
の
積
み
重
ね
か
ら
人

類
は
何
を
学
ん
で
き
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
っ
て
、
多
元
的
な
価
値
が
同
時
共
存
す
る
国
際
政
治
の
新
し
い
環
境
が
出
現
し
、
価
値
観
の
違
い
、
文
化

の
相
違
が
国
同
士
の
利
害
関
係
調
整
を
ゆ
が
め
、
外
交
上
の
問
題
に
発
展
す
る
事
態
も
起
き
て
い
る
。
逆
に
い
え
ば
、
狡
猾
に
も

外
交
交
渉
を
優
位
に
引
っ
張
る
た
め
に
文
化
的
相
違
を
利
用
す
る
こ
と
も
あ
る
。

　

二
〇
世
紀
の
社
会
科
学
は
、
文
化
人
類
学
や
社
会
学
な
ど
異
文
化
研
究
の
発
展
に
貢
献
し
て
き
た
。
異
な
る
宗
教
や
価
値
観
・

世
界
観
を
持
つ
社
会
を
理
解
し
、
異
文
化
の
人
々
と
ビ
ジ
ネ
ス
し
、
交
流
を
深
め
る
た
め
に
は
、
客
観
的
な
分
析
と
論
理
構
成
を

も
た
ら
す
ツ
ー
ル
が
必
要
で
あ
る
。
先
に
、
近
代
市
民
社
会
成
立
に
あ
た
り
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
の
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て

ウ
ェ
ー
バ
ー
の
宗
教
社
会
学
に
言
及
し
た
。
さ
ら
に
こ
こ
で
は
、
二
つ
の
正
統
性
と
い
う
分
析
用
具
を
備
え
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ

ム
特
有
の
正
統
性
の
創
造
を
、
他
の
世
界
宗
教
と
の
比
較
に
お
い
て
ス
ケ
ッ
チ
し
て
お
こ
う
。
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中
世
カ
ソ
リ
シ
ズ
ム
（
聖
俗
二
元
論
：L>O

）

　

カ
ソ
リ
シ
ズ
ム
は
、
聖
俗
二
元
論
を
ふ
ま
え
つ
つ
制
度
上
（
あ
る
い
は
政
治
上
）
の
正
統
性
（
Ｌ
正
当
性
）
が
教
義
上
の
正
統

性
（
Ｏ
正
統
性
）
よ
り
も
優
位
に
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
中
世
キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
は
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
派
や
カ
タ
リ
派
な
ど
い
く

つ
か
の
異
端
が
存
在
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
異
端
は
、
し
ば
し
ば
民
衆
運
動
と
結
び
つ
き
、
あ
る
い
は
商
業
の
復
活
と
と
も
に
中

世
都
市
に
お
け
る
市
民
の
新
し
い
集
合
意
識
の
中
に
浸
透
し
て
い
っ
た
。

　

し
か
し
、
カ
ソ
リ
ッ
ク
の
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
が
根
底
か
ら
揺
さ
ぶ
ら
れ
な
い
限
り
に
お
い
て
、
局
部
的
な
異
端
は
許
容
さ
れ
た
。

カ
ソ
リ
ッ
ク
の
ヒ
ラ
ル
ヒ
ー
は
ま
た
、
封
建
制
下
の
政
治
支
配
の
位
階
性
と
同
位
相
を
な
し
て
い
た
。
そ
し
て
、
位
階
性
は
ま
た
、

異
端
や
イ
ス
ラ
ム
な
ど
異
文
化
を
摂
取
す
る
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
持
ち
続
け
た
。

　

中
世
カ
ソ
リ
シ
ズ
ム
に
お
い
て
、
法
王
権
と
皇
帝
権
の
対
立
は
、
ビ
ザ
ン
ツ
の
皇
帝
法
王
主
義
と
い
う
権
力
の
聖
俗
一
元
化
と

比
べ
て
、
き
わ
め
て
二
元
的
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
カ
ノ
ッ
サ
の
屈
辱
や
叙
任
権
問
題
に
見
ら
れ
る
皇
帝
権
と
法
王
権
の
衝
突

は
き
わ
め
て
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
的
な
現
象
で
あ
ろ
う
。
皇
帝
権
の
神
権
性
喪
失
と
封
建
権
力
の
分
権
化
、
聖
と
俗
と
の
対
立
と
緊
張

は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
に
固
有
な
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
生
み
出
し
た
の
で
あ
る

（
（（
（

。

ギ
リ
シ
ャ
正
教
（
聖
俗
一
元
論
：L=O

）

　

ギ
リ
シ
ャ
正
教
は
、
同
じ
キ
リ
ス
ト
教
の
中
で
他
の
宗
派
と
は
か
な
り
異
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
ト
ル
コ
帝
国
の
支
配
を
受

け
、
イ
ス
ラ
ム
文
化
圏
内
に
押
し
込
ま
れ
た
歴
史
的
経
験
を
も
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
ス
ラ
ブ
民
族
が
受
け
入
れ
、
ロ
シ
ア
に
お
い

て
も
国
教
と
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　

ま
た
、
他
の
宗
派
と
比
較
し
て
、
教
会
が
世
俗
の
統
治
権
力
と
密
着
し
て
い
る
点
（
聖
俗
一
元
的
）
と
、「
イ
コ
ン
美
術
」
が
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ギ
リ
シ
ャ
正
教
の
世
界
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
点
に
、大
き
な
違
い
が
あ
る
。
西
欧
の
キ
リ
ス
ト
教
に
お
い
て
、そ
の
中
心
は
「
聖

書
」
で
あ
る
。
聖
書
こ
そ
が
神
の
言
葉
で
あ
り
、
権
威
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
そ
の
解
釈
の
正
し
さ
を
め
ぐ
り
論
争
が
お
こ
り
、
論

理
的
正
し
さ
が
教
義
上
の
正
統
性
の
根
拠
を
作
る
こ
と
に
な
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
ギ
リ
シ
ャ
正
教
で
は
「
イ
コ
ン
」
が
聖
書
の
イ
メ
ー
ジ
を
提
供
す
る
。（「
イ
コ
ン
」
は
「
イ
メ
ー
ジ
）
と
い
う
ギ

リ
シ
ャ
語
）。
イ
コ
ン
を
通
し
て
、
民
衆
に
信
仰
を
、
神
の
権
威
を
よ
び
お
こ
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
ギ
リ
シ
ャ
正
教
は
神
秘
主
義

傾
向
を
強
め
、
そ
の
位
階
性
が
世
俗
の
制
度
と
峻
別
さ
れ
な
か
っ
た
。
い
わ
ば
、
ふ
た
つ
の
正
統
性
は
混
然
一
体
と
な
っ
て
い
た
。

　

こ
と
に
ロ
シ
ア
に
お
い
て
は
、
ギ
リ
シ
ャ
正
教
は
ツ
ァ
ー
体
制
の
国
策
上
欠
か
せ
な
い
イ
ン
フ
ラ
と
な
っ
て
い
た
。
抑
圧
さ
れ

た
農
奴
の
救
済
の
た
め
に
、
教
会
は
世
俗
統
治
の
要
請
に
応
え
る
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
整
備
さ
れ
た

（
（（
（

。

イ
ス
ラ
ム
教
（
聖
俗
一
元
論
：L>O
）

　

イ
ス
ラ
ム
教
は
、カ
ソ
リ
シ
ズ
ム
と
異
な
り
聖
俗
一
元
的
で
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
教
と
同
じ
く
ユ
ダ
ヤ
教
か
ら
出
発
し
な
が
ら
も
、

イ
ス
ラ
ム
教
は
「
神
の
国
」
と
「
地
の
国
」
の
分
離
を
認
め
な
い
。
世
俗
世
界
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
「
聖
な
る
も
の
」
が
底
の

底
ま
で
浸
透
し
き
っ
た
世
界
で
あ
り
、
終
始
一
貫
し
て
神
の
世
界
な
の
で
あ
る
。
こ
の
点
で
、
Ｌ
正
当
性
と
Ｏ
正
統
性
と
は
表
裏

一
体
と
な
っ
て
い
る
が
、
聖
俗
両
世
界
の
権
力
が
皇
帝
の
み
に
集
中
し
て
い
る
ギ
リ
シ
ャ
正
教
の
世
界
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

　

イ
ス
ラ
ム
教
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
と
異
な
り
特
定
の
民
族
や
共
同
体
を
超
え
た
、
包
括
的
な
宗
教
で
あ
る
。
神
の
意
志
に
従
い
、
神

の
面
前
で
結
ば
れ
た
契
約
に
よ
っ
て
、
す
べ
て
の
人
々
は
平
等
に
な
る
。
が
、
こ
の
契
約
は
、
原
理
的
に
は
、
神
と
人
間
の
一
対

一
の
い
わ
ば
タ
テ
の
関
係
で
あ
り
、
宗
教
改
革
を
経
て
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
テ
ィ
ズ
ム
が
生
み
出
し
た
、
神
と
の
絶
対
的
距
離
の
も
と

に
人
と
人
と
が
互
い
に
契
約
す
る
と
い
う
ヨ
コ
の
関
係
で
は
な
い
。
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イ
ス
ラ
ム
教
は
、
制
度
上
の
正
統
性
が
根
こ
そ
ぎ
に
さ
れ
な
い
限
り
は
、
教
義
上
の
異
端
も
許
容
し
て
い
た
。
イ
ス
ラ
ム
教
徒

は
「
コ
ー
ラ
ン
」
以
外
の
聖
典
を
も
つ
他
の
「
啓
典
の
民
」
を
「
被
保
護
者
（
ジ
ン
ミ
ー
）」
と
呼
び
、
共
同
体
の
内
部
構
造
の

一
部
と
し
て
容
認
し
て
い
た
。
彼
ら
の
地
位
は
イ
ス
ラ
ム
教
徒
よ
り
も
低
く
、
重
税
を
負
う
（
こ
の
税
金
が
経
済
的
に
イ
ス
ラ
ム

教
徒
の
財
源
に
な
っ
た
）
け
れ
ど
も
、
体
制
に
影
響
を
与
え
な
い
限
り
、
彼
ら
の
生
命
と
財
産
は
保
障
さ
れ
た

（
（（
（

。

儒
教
（
聖
俗
の
領
界
な
し
）

　

中
国
で
は
、
宋
の
時
代
に
、
正
統
性
の
根
拠
が
問
題
と
な
っ
た
。
宋
学
の
テ
ー
マ
は
「
実
力
（
軍
事
力
）
が
正
統
性
を
創
り
う

る
か
」
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
現
実
に
力
を
も
つ
も
の
が
必
ず
し
も
正
統
性
を
創
造
し
え
な
い
と
い
う
弁
証
か
ら
、
実
力
を
持
っ

て
現
実
を
制
覇
す
る
制
度
上
の
Ｌ
正
当
性
と
、
実
力
は
な
く
と
も
論
理
必
然
的
に
正
し
い
Ｏ
正
統
性
と
に
二
極
分
解
し
た
。
こ
の

分
解
は
、
中
国
史
上
、
夷
狄
が
優
位
に
立
つ
と
い
う
不
幸
な
経
験
に
よ
っ
て
生
じ
た
。

　

中
国
に
お
い
て
、
儒
教
は
世
俗
の
制
度
の
規
範
原
理
と
し
て
機
能
す
る
。
教
義
が
そ
の
ま
ま
社
会
の
法
や
倫
理
と
な
っ
て
い
る

点
で
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
と
似
て
い
る
。
し
か
し
、
中
国
で
は
「
道
教
」
の
存
在
に
よ
っ
て
、
宗
教
の
世
界
が
ユ
ダ
ヤ

や
イ
ス
ラ
ム
と
は
全
く
異
質
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
。

　

儒
教
と
道
教
は
、
と
も
に
世
俗
世
界
に
お
け
る
国
家
統
治
（
具
体
的
に
は
大
規
模
な
灌
漑
治
水
工
事
）
の
た
め
に
、
手
を
携
え

て
現
世
の
利
益
の
た
め
に
機
能
す
る
。
儒
教
の
正
統
性
に
比
べ
て
、
道
教
が
異
端
と
い
う
位
置
付
け
で
も
な
く
、
両
者
は
中
国
社

会
を
特
徴
づ
け
る
呪
術
的
な
世
界
像
の
な
か
で
共
存
し
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
ウ
ェ
ー
バ
ー
は
「
呪
術
的
信
仰
は
中
国
の

統
治
権
力
配
分
の
憲
法
的
基
礎
の
一
部
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る

（
（（
（

。
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ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
（
聖
俗
の
領
界
な
し
）

　

ウ
ェ
ー
バ
ー
は
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
と
い
う
資
本
主
義
と
は
異
質
な
も
の
か
ら
な
ぜ
資
本
主
義
が
生
み
出
さ
れ
た
の
か
に
つ

い
て
論
じ
た
。
こ
こ
で
は
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
の
神
権
政
治
か
ら
な
ぜ
近
代
民
主
主
義
に
転
換
し
て
い
っ
た
の
か
に
つ
い
て
、

二
つ
の
正
統
性
か
ら
そ
の
本
質
に
切
り
込
ん
で
い
き
た
い
。

　

ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
は
、
魂
の
救
済
財
を
教
会
と
い
う
組
織
か
ら
個
々
人
へ
と
再
配
分
し
た
。
聖
書
を
携
え
た
個
々
人
の
自
発

的
な
集
会
（
コ
ン
グ
リ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
）
こ
そ
が
、
そ
の
行
動
様
式
の
本
質
で
あ
る
。
活
版
印
刷
の
技
術
革
新
が
ル
タ
ー
の
宗
教
改

革
と
タ
イ
ミ
ン
グ
が
あ
っ
た
こ
と
で
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
は
一
気
に
広
が
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　

ま
た
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
は
、
個
人
が
「
救
い
の
確
か
さ
」
を
論
理
的
に
納
得
し
う
る
よ
う
な
体
系
を
現
世
に
顕
し
た
。
そ

の
神
権
政
治
は
、
歴
史
上
カ
ル
ヴ
ィ
ン
の
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
、
ウ
ィ
ン
ス
ロ
ッ
プ
（
メ
イ
フ
ラ
ワ
ー
号
で
米
国
プ
リ
マ
ス
に
到
着
し
た
）

の
ボ
ス
ト
ン
で
実
施
さ
れ
た
。
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
た
ち
の
神
権
政
治
で
は
、「
神
の
国
」
を
こ
の
よ
う
に
実
現
す
る
と
い
う
使
命
の

た
め
に
、
聖
俗
の
権
威
は
同
一
の
機
能
要
請
に
応
じ
、
Ｌ
正
当
性
と
Ｏ
正
統
性
を
一
体
化
さ
せ
よ
う
と
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
の
契
約
神
学
を
フ
ァ
ナ
テ
ィ
ッ
ク
な
ま
で
に
厳
格
な
形
で
社
会
に
浸
透
さ
せ
よ
う
と
し
た

結
果
、
契
約
の
絶
対
性
、
信
用
の
創
造
、
勤
労
の
エ
ー
ト
ス
と
い
う
資
本
主
義
の
基
本
的
な
範
疇
が
創
造
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。

こ
う
し
た
神
権
政
治
こ
そ
、
近
代
資
本
社
会
が
順
調
に
発
展
す
る
た
め
に
通
り
抜
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
狭
き
門
」
で
あ
っ
た

と
い
え
る
。

（
２
）
Ｏ
正
統
性
か
ら
Ｌ
正
当
性
へ
の
転
換
、
世
俗
化
の
過
程
に
つ
い
て

　

一
六
二
〇
年
に
ピ
ル
グ
リ
ム
フ
ァ
ー
ザ
ー
ズ
は
、
宗
教
的
迫
害
か
ら
英
国
を
逃
れ
、
メ
イ
フ
ラ
ワ
ー
号
に
乗
っ
て
米
国
東
部
ニ
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ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
到
着
し
た
。
ボ
ス
ト
ン
周
辺
に
ピ
ル
グ
リ
ム
フ
ァ
ー
ザ
ー
ズ
が
新
天
地
の
拠
点
を
築
く
と
、
一
六
三
〇
年

代
か
ら
多
く
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
が
移
住
し
始
め
、
本
格
的
な
植
民
地
建
設
が
始
ま
っ
た
。
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
植
民
地
で
は
、
彼
ら
の

理
念
が
ほ
ぼ
純
粋
な
形
で
植
民
地
運
営
に
持
ち
込
ま
れ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
実
践
の
結
果
、
世
代
を
経
て
、
神
権
政
治
は
世
俗
化

し
て
ゆ
く
。
そ
の
具
体
的
な
過
程
を
歴
史
的
事
実
か
ら
概
観
し
て
ゆ
く

（
（（
（

。

　

ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
の
教
義
の
核
心
は
、
神
と
の
「
恩
恵
契
約
」Covenant of grace

に
あ
る
。
恩
恵
契
約
と
は
、
神
と
人

と
の
契
約
で
、
神
の
意
思
が
人
間
の
良
心
に
直
接
明
瞭
に
示
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
（
神
が
一
方
的
に
回
心
を
せ
ま
る
こ
と
に
よ

っ
て
）、
人
間
が
神
へ
の
絶
対
的
帰
依
を
、
神
が
人
間
の
魂
の
救
済
を
、
相
互
に
約
束
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

恩
恵
契
約
は
、
あ
く
ま
で
も
人
間
の
内
面
に
提
示
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
真
の
回
心
者
は
他
の
人
間
か
ら
は
不
可
視
的
な

Invisible

存
在
で
あ
る
。
見
え
な
い
聖
徒
に
よ
っ
て
教
会
は
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
課
題
に
対
し
て
、
英

国
で
は
、
英
国
国
教
会
か
ら
離
脱
す
る
こ
と
で
「
見
え
る
聖
徒
」V

isible Saints

で
あ
る
証
明
と
な
っ
た
（
分
離
派
）。
と
こ
ろ

が
、
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
移
住
し
た
人
々
は
、
当
初
か
ら
会
衆
主
義Congregationalism

（
信
仰
を
同
じ
く
す
る
聖
徒
だ

け
で
集
会
を
開
く
）
を
徹
底
し
た
。

　

そ
れ
で
は
、
誰
が
聖
徒
で
あ
る
と
わ
か
る
の
か
。
回
心
体
験
を
持
っ
た
人
々
は
「
見
え
る
聖
徒
」
と
し
て
、
可
視
的
な
し
る
し

が
伴
う
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
の
し
る
し
と
は
、「
業
の
契
約
」Covenant of w

orks

を
正
し
く
守
る
こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る

生
活
全
体
の
「
聖
化
」Sanctification

で
あ
る
。
恩
恵
契
約
に
よ
っ
て
選
ば
れ
た
者
（
エ
リ
ー
ト
）
は
、「
業
の
契
約
」
を
果
た

す
能
力
を
与
え
ら
れ
、
禁
欲
的
で
勤
勉
な
生
活
を
義
務
付
け
ら
れ
る
。
一
方
、
選
ば
れ
た
者
は
、
神
と
の
契
約
を
守
る
こ
と
に
よ

っ
て
「
救
い
の
確
か
さ
」
を
実
感
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　

一
六
六
〇
年
代
に
入
り
、
最
初
の
入
植
か
ら
三
〇
年
た
つ
と
、
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
植
民
地
で
は
、
ボ
ス
ト
ン
の
よ
う
な
商
業



グローバル金融資本主義の政治経済学

171

都
市
を
中
心
に
経
済
的
な
繁
栄
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
植
民
地
社
会
は
、
一
方
で
は
富
の
蓄
積
、
他
方
に
は
宗
教
的
規
範

の
緩
み
と
い
う
現
象
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
こ
の
現
象
は
世
代
交
代
と
も
か
か
わ
っ
て
い
る
。
あ
ら
ゆ
る
困
難

に
も
か
か
わ
ら
ず
荒
野
を
開
拓
し
て
い
っ
た
第
一
世
代
の
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
移
民
に
対
し
て
、
そ
の
子
孫
た
ち
は
自
ら
選
ん
で
移
住

し
た
の
で
は
な
く
、
親
の
背
中
を
見
て
育
っ
た
と
は
い
え
、
第
一
世
代
の
よ
う
な
激
し
い
宗
教
的
情
熱
を
体
験
し
え
な
い
の
は
当

然
だ
っ
た
。

　

第
二
、
第
三
世
代
は
、「
業
の
契
約
」
に
励
み
、
救
い
を
求
め
て
禁
欲
的
で
勤
勉
な
生
活
に
励
め
ば
励
む
ほ
ど
ま
す
ま
す
回
心

体
験
を
得
ら
れ
な
い
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
に
陥
っ
た
の
で
あ
る
。
教
会
員
の
子
供
た
ち
で
回
心
体
験
を
得
ら
れ
な
い
者
に
対
し
て
は

「
半
途
契
約
」H

alf W
ay Covenant

を
も
っ
て
、
教
会
員
と
し
て
認
め
た
。「
半
途
」
と
は
、
完
全
な
回
心
体
験
（
恩
恵
契
約
）

に
向
か
う
中
途
に
あ
る
と
い
う
意
味
で
、
教
会
員
と
し
て
も
聖
餐
を
除
く
中
途
的
な
資
格
に
と
ど
ま
る
。

　

半
途
契
約
が
認
め
ら
れ
た
こ
と
で
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ン
の
ジ
レ
ン
マ
―
―
業
の
契
約
に
励
め
ば
励
む
ほ
ど
回
心
で
き
な
く
な
る
―
―

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
業
の
契
約
を
忠
実
に
実
行
し
た
結
果
と
し
て
富
が
蓄
積
さ
れ
る
と
、
か
つ
て
の
厳
格
な
生
活
規

範
は
「
資
本
主
義
の
精
神
」
と
化
し
、
経
済
的
繁
栄
こ
そ
が
自
己
目
的
と
な
っ
て
く
る
。
半
途
契
約
は
、
世
俗
化
の
過
程
で
見
ら

れ
た
苦
心
の
末
の
妥
協
の
産
物
と
い
え
る
が
、
半
途
契
約
の
た
め
に
妥
協
が
許
さ
れ
、
い
っ
そ
う
世
俗
化
が
進
む
こ
と
に
な
っ

た
（
（（
（

。

　

ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
政
治
形
態
を
概
観
す
る
と
、
当
初
の
神
権
政
治
に
お
い
て
Ｏ
正
統
性
と
Ｌ
正
当
性
は
表
裏
一
体
と
な

っ
て
い
た
が
、経
済
的
発
展
に
と
も
な
い
、教
義
を
め
ぐ
る
紛
争
の
解
決
策
と
し
て
「
宗
教
上
の
寛
容
」
が
制
度
化
さ
れ
て
い
っ
た
。

具
体
的
に
は
、
世
俗
の
政
府Civil governm

ent

が
、
教
会
組
織Ecclesiastic governm

ent

よ
り
も
、
世
俗
に
関
し
て
の
決

定
権
が
優
先
さ
れ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
た
。ま
た
、実
際
の
政
治
に
お
い
て
、執
政
官M

agistrates

と
教
職
者Elders

と
の
間
で
、
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権
限
の
及
ぶ
領
界
を
め
ぐ
っ
て
論
争
が
お
こ
っ
た
が
、
結
局
は
執
政
官
の
発
言
が
拡
大
し
た
。

　

ま
た
、
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
に
お
い
て
、
植
民
地
で
唯
一
政
治
参
加
の
資
格
が
あ
っ
た
の
は
フ
リ
ー
マ
ンFreem

an

と
呼

ば
れ
る
教
会
員
で
あ
っ
た
。
フ
リ
ー
マ
ン
と
は
、
教
会
に
お
い
て
自
己
の
回
心
体
験
を
告
白
し
、
教
会
の
資
格
審
査
を
通
っ
た
者

だ
。
彼
ら
は
、
宣
誓
し
、
議
会
で
の
投
票
権
を
得
る
。
ま
た
、
フ
リ
ー
マ
ン
は
入
植
者
と
し
て
土
地
所
有
権
を
有
し
た
。
入
植
当

初
は
、
教
会
員
と
し
て
の
信
用
を
得
た
フ
リ
ー
マ
ン
の
み
が
、
政
治
参
加
と
土
地
所
有
に
よ
る
経
済
活
動
へ
の
参
加
を
許
可
さ
れ

た
の
で
あ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
、
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
へ
の
移
民
が
急
増
す
る
と
、
必
ず
し
も
教
会
の
資
格
者
で
な
く
て
も
議
会
の
役
職
に
選
出

さ
れ
る
者
が
で
て
き
た
り
、
経
済
的
に
富
裕
な
者
が
土
地
所
有
者
に
な
る
ケ
ー
ス
が
で
て
き
た
。
こ
う
し
た
非
資
格
者
（
非
フ
リ

ー
マ
ン
）
は
富
の
力
を
背
景
に
勢
力
を
拡
大
し
、フ
リ
ー
マ
ン
と
い
う
厳
格
な
資
格
が
単
な
る
身
分
に
す
ぎ
な
く
な
る
程
度
ま
で
、

教
義
上
の
資
格
の
意
味
が
世
俗
化
し
薄
ま
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
神
権
政
治
か
ら
民
主
主
義
へ
の
転
換
が
、
世
俗
化
と
と
も
に

進
展
す
る
に
つ
れ
、
フ
リ
ー
マ
ン
も
非
フ
リ
ー
マ
ン
も
、
自
由
な
個
人
、
市
民
と
し
て
社
会
に
登
場
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

近
代
民
主
主
義
の
成
立
過
程
に
お
い
て
、
神
権
政
治
に
お
け
る
Ｏ
正
統
性
よ
り
も
Ｌ
正
当
性
が
優
位
に
立
ち
、
個
人
の
外
面
的

な
行
動
が
Ｌ
正
当
性
に
基
づ
く
社
会
規
範
に
従
う
よ
う
に
な
る
。
そ
し
て
、
Ｌ
正
当
性
に
の
み
政
治
が
か
か
わ
る
と
い
う
「
制
限

政
府
」Lim

ited governm
ent

の
思
想
が
「
統
治
契
約
」
に
お
い
て
揺
る
が
せ
な
い
も
の
に
な
っ
て
、
神
権
政
治
か
ら
民
主
主

義
へ
の
転
換
が
完
了
す
る
。
Ｏ
正
統
性
も
ま
た
個
人
の
内
面
に
制
限
さ
れ
、
こ
こ
に
宗
教
的
寛
容
と
思
想
の
自
由
が
保
障
さ
れ
る

近
代
市
民
社
会
が
成
立
す
る
。

　

ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
の
神
権
政
治
は
、
ピ
ル
グ
リ
ム
フ
ァ
ー
ザ
ー
ズ
が
自
ら
の
宗
教
上
の
自
由
を
保
障
し
て
く
れ
る
政
治
体
系

を
現
世
に
創
り
出
そ
う
と
し
た
社
会
実
験
で
あ
っ
た
。
そ
の
小
さ
な
信
仰
集
団
の
統
治
原
則
は
、
教
義
上
の
問
題
で
は
な
く
、
い
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か
な
る
政
府
を
承
認
す
べ
き
か
と
い
う
統
治
機
構
の
問
題
と
し
て
論
じ
ら
れ
、
Ｌ
正
当
性
が
Ｏ
正
統
性
よ
り
も
優
位
に
立
っ
て
か

ら
、
植
民
地
社
会
を
超
え
て
米
国
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。
こ
こ
が
、
市
民
政
府
の
諸
議
論
の
出
発
点
と
な
る
。

　

ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
神
権
政
治
か
ら
民
主
主
義
へ
、
そ
し
て
、
資
本
主
義
へ
の
転
換
に
つ
い
て
、
以
下
ま
と
め
て
お
く
。

　

ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
の
神
権
政
治
は
、
一
．
現
世
に
お
け
る
行
動
的
禁
欲
、
二
．
社
会
一
般
の
規
範
の
成
立
、
三
．
神
と
の
契

約
に
対
す
る
絶
対
性　

を
徹
底
的
に
現
世
で
推
し
進
め
た
。
こ
の
三
点
は
、
Ｌ
正
当
性
が
Ｏ
正
統
性
よ
り
も
優
位
に
立
っ
た
（
世

俗
化
が
起
こ
っ
た
）
と
き
に
、
近
代
民
主
主
義
の
存
在
条
件
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
一
．
社
会
に
お
け
る
個
々
人
の

行
動
規
範
の
成
立
、
二
．
一
般
法
の
成
立
、
三
．
契
約
に
対
す
る
フ
ァ
ナ
テ
ィ
シ
ズ
ム　

と
同
位
相
な
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ

の
三
点
は
、
近
代
資
本
主
義
が
作
動
す
る
安
定
条
件
で
も
あ
る
。
つ
ま
り
、
一
．
個
人
は
「
経
済
人
」
と
し
て
合
理
的
に
行
動
す

る
、
二
．
所
有
権
が
社
会
一
般
に
保
障
さ
れ
る
、
三
．
信
用
が
創
造
さ
れ
る　

と
い
う
ア
ダ
ム
・
ス
ミ
ス
の
「
国
富
論
」
の
前
提

条
件
と
な
る
。

　

今
日
、
資
本
主
義
の
力
は
衰
え
る
こ
と
な
く
、
全
世
界
を
巻
き
込
ん
で
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
歴
史
的
発
展
段
階
の
異
な
っ
た
社

会
、
あ
る
い
は
、
宗
教
社
会
学
上
異
質
な
社
会
が
、
世
界
に
い
わ
ば
横
倒
し
に
な
っ
て
同
時
的
に
顕
れ
て
い
る
。

　

資
本
主
義
経
済
が
グ
ロ
ー
バ
ル
に
拡
大
す
る
な
か
、
ピ
ュ
ー
リ
タ
ニ
ズ
ム
と
い
う
教
義
的
特
殊
性
が
「
近
代
化
の
エ
ー
ト
ス
」、

そ
し
て
「
市
民
社
会
の
規
範
」
と
し
て
収
斂
し
て
ゆ
く
一
方
、
新
興
国
お
よ
び
イ
ス
ラ
ム
教
圏
の
国
々
が
近
代
化
と
民
主
化
に
向

か
う
実
態
を
ど
う
と
ら
え
る
か
、
あ
ら
た
な
政
治
経
済
学
の
枠
組
み
が
必
要
で
あ
る
。
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三　

フ
ァ
ッ
ト
・
テ
イ
ル
・
リ
ス
ク

　

金
融
市
場
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
に
つ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
内
の
政
治
リ
ス
ク
も
ま
た
、
市
場
で
増
幅
さ
れ
て
波
及
す
る
。
こ

の
リ
ス
ク
の
特
徴
は
国
際
政
治
に
お
い
て
も
同
位
相
と
し
て
と
ら
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

１　

金
融
市
場
に
お
け
る
フ
ァ
ッ
ト
・
テ
イ
ル
・
リ
ス
ク

　

基
本
的
な
リ
ス
ク
の
考
え
方
に
つ
い
て
統
計
学
の
モ
デ
ル
か
ら
始
め
よ
う
。
Ａ
さ
ん
は
い
つ
も
昼
食
に
行
き
つ
け
の
ハ
ン
バ
ー

ガ
ー
・
シ
ョ
ッ
プ
に
行
く
。
Ａ
さ
ん
が
正
午
前
後
に
店
に
着
く
と
、
注
文
す
る
ま
で
、
た
い
て
い
（
九
〇
％
の
確
率
で
）
三
分
か

ら
五
分
間
カ
ウ
ン
タ
ー
に
並
ん
で
待
つ
。
そ
の
裏
返
し
で
五
分
以
上
待
た
さ
れ
る
場
合
と
三
分
以
内
に
順
番
が
来
る
確
率
は
、
そ

れ
ぞ
れ
五
％
で
あ
る
。
Ａ
さ
ん
の
行
く
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
店
で
は
五
分
以

上
待
た
さ
れ
る
と
客
が
減
る
と
い
う
調
査
に
基
づ
き
、
五
分
以
上
待
た

せ
な
い
よ
う
速
や
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
心
掛
け
て
い
る
。

　

お
店
の
待
ち
時
間
と
同
様
、
金
融
市
場
の
リ
ス
ク
と
リ
タ
ー
ン
の
関

係
を
考
え
よ
う
。
こ
こ
で
は
、
客
足
と
待
ち
時
間
と
い
う
相
関
関
係
で

は
な
く
、
予
想
リ
タ
ー
ン
と
リ
ス
ク
の
相
関
性
を
考
え
る
。
一
般
に
偏

差
値
を
考
え
る
場
合
、
統
計
学
で
は
正
規
分
布
を
前
提
と
し
、
ベ
ル
カ

ー
ブ
と
呼
ば
れ
る
左
右
対
称
の
釣
り
鐘
型
を
描
い
て
説
明
す
る
（
①
）。

図５
出所：大井幸子『ウォール街のマネーエリート

たち』日本経済出版社、2004 年、95 頁
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米
国
株
式
の
代
表
的
指
数
、S&

P500

を
例
に
と
ろ
う
。S&

P500

の
標
準
偏
差
値
（
シ
グ
マ
σ
）
は
、
過
去
二
〇
年
の
平

均
で
一
五
％
、
リ
タ
ー
ン
は
八
・
七
％
で
あ
る
。
偏
差
値
と
は
中
央
か
ら
の
変
動
幅
で
あ
り
、
リ
ス
ク
を
表
す
。
変
動
幅
が
大

き
け
れ
ば
リ
ス
ク
も
大
き
い
。
偏
差
値
の
幅
プ
ラ
ス
マ
イ
ナ
ス
一
五
％
の
間
、
す
な
わ
ち
リ
タ
ー
ン
が
マ
イ
ナ
ス
六
・
三
％
か
ら

二
三
・
七
％
の
間
に
あ
る
確
率
は
六
八
％
で
あ
る
。
か
な
り
ブ
レ
（
変
動
率
＝
リ
ス
ク
）
が
大
き
い
。

　

仮
に
偏
差
値
が
五
％
と
、
一
五
％
よ
り
も
ず
っ
と
小
さ
い
値
の
場
合
、
ベ
ル
カ
ー
ブ
は
東
京
タ
ワ
ー
の
よ
う
な
細
く
尖
っ
た
形

で
示
さ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
真
ん
中
の
平
均
値
に
大
き
く
寄
っ
て
い
て
、
変
動
の
ブ
レ
が
制
御
さ
れ
、
平
均
値
に
あ
た
る
確
率
が

高
い
。
つ
ま
り
、
偏
差
値
が
小
さ
い
ほ
ど
、
安
定
し
て
一
定
の
リ
タ
ー
ン
を
出
す
こ
と
を
示
す
。

　

そ
れ
に
比
べ
て
偏
差
値
の
大
き
いS&

P500

は
、
お
椀
を
伏
せ
た
よ
う
な
平
べ
っ
た
い
曲
線
で
示
さ
れ
る
（
③
）。
東
京
タ
ワ

ー
の
よ
う
な
ベ
ル
カ
ー
ブ
に
比
べ
て
、デ
ー
タ
が
予
想
の
範
囲
内
に
入
っ
て
く
る
確
率
が
低
く
な
る
。
ば
ら
つ
き
が
大
き
い
の
で
、

当
た
れ
ば
リ
タ
ー
ン
は
大
き
い
が
、
は
ず
れ
る
と
損
失
も
大
き
く
な
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
リ
ス
ク
・
リ
タ
ー
ン
の
相
関
性
に
お
い
て
は
、
リ
ス
ク
、
す
な
わ
ち
変
動
幅
（
σ
）
を
減
ら
す
こ
と
で
、
リ
タ

ー
ン
の
確
実
性
が
よ
り
高
く
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
正
常
な
市
場
環
境
に
基
づ
く
正
規
分
布
を
前
提
と
し
た
統
計
学
に

よ
る
説
明
で
あ
る
。

　

一
般
に
九
五
％
の
確
率
で
市
場
は
正
常
な
状
況
に
あ
る
が
、
五
％
の
確
率
で
何
ら
か
の
非
日
常
的
な
危
機
に
見
舞
わ
れ
る
と
い

う
。
つ
ま
り
、
五
年
間
（
＝
六
〇
か
月
）
の
う
ち
三
カ
月
は
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
何
ら
か
の
シ
ョ
ッ
ク
に
見
舞
わ
れ
、
市
場
が
売
り

浴
び
せ
と
急
激
な
下
げ
に
見
舞
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、
一
九
八
七
年
の
ブ
ラ
ッ
ク
マ
ン
デ
ー
、
一
九
九
四
年
の
連

銀
に
よ
る
急
激
な
利
上
げ
、
一
九
九
七
年
の
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
、
一
九
九
八
年
の
ロ
シ
ア
危
機
、
二
〇
〇
〇
年
の
ナ
ズ
ダ
ッ
ク
市

場
の
急
落
と
Ｉ
Ｔ
バ
ブ
ル
崩
壊
、
二
〇
〇
八
年
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
な
ど
が
あ
て
は
ま
る
。
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図
６
に
示
す
よ
う
に
、
金
融
危
機
や
信
用
ひ
っ
迫
な
ど
の
非
日
常
的
な

市
場
環
境
は
、
正
規
分
布
で
は
な
く
、
左
右
非
対
称
な
非
正
規
分
布
を
用

い
て
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
。
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
損
失
は
、
マ
イ
ナ
ス
に

偏
っ
た
非
正
規
分
布
の
左
側
に
伸
び
る
「
長
い
尻
尾　

ロ
ン
グ
・
テ
イ

ル
」、「
太
っ
た
尻
尾　

フ
ァ
ッ
ト
・
テ
イ
ル
」
で
示
さ
れ
る
。
テ
イ
ル
・

リ
ス
ク
と
は
、
起
こ
る
確
率
は
小
さ
い
も
の
の
、
い
っ
た
ん
起
こ
る
と
そ

の
損
失
規
模
が
大
き
い
こ
と
を
示
す
。

　

金
融
市
場
に
危
機
的
状
況
を
も
た
ら
す
要
因
と
し
て
、
株
式
市
場
の
急

落
、
金
利
の
急
上
昇
、
銀
行
破
た
ん
に
よ
る
債
券
の
デ
フ
ォ
ル
ト
や
急
激

な
信
用
ひ
っ
迫
が
考
え
ら
れ
る
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進
む
に
つ
れ
、
各
国

の
資
本
市
場
は
緊
密
に
連
携
し
合
い
、
危
機
が
増
幅
さ
れ
る
傾
向
が
あ

る
。
た
と
え
ば
、
二
〇
〇
〇
年
に
米
国
ナ
ス
ダ
ッ
ク
市
場
急
落
で
、
Ｉ
Ｔ

バ
ブ
ル
が
崩
壊
し
た
後
、
米
国
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
な
ど
Ｉ
Ｔ
関
連
産

業
は
不
況
に
見
舞
わ
れ
た
。
米
国
の
不
況
は
直
ち
に
ア
ジ
ア
へ
、
そ
し
て

世
界
に
波
及
し
た
。

　

ま
た
、
一
つ
の
危
機
が
思
い
も
か
け
な
い
と
こ
ろ
へ
波
及
す
る
こ
と
も

あ
る
。
ち
ょ
う
ど
チ
リ
沖
の
地
震
で
引
き
起
こ
さ
れ
た
津
波
が
、
地
球
を

太い尻尾

長い尻尾

マイナス←　中央値　→　プラス

←　損失への偏り

図６
出所：筆者制作
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回
っ
て
遠
く
離
れ
た
北
海
道
の
孤
島
に
押
し
寄
せ
る
よ
う
な
も
の
だ
。
金
融
市
場
の
例
で
は
、
二
〇
〇
二
年
に
エ
ン
ロ
ン
、
ワ
ー

ル
ド
コ
ム
の
会
計
不
正
疑
惑
が
発
覚
し
、
両
社
は
破
た
ん
し
た
と
き
、
こ
の
シ
ョ
ッ
ク
で
米
国
株
式
市
場
は
大
き
く
下
げ
た
。
日

本
で
は
そ
の
余
波
を
受
け
て
Ｍ
Ｍ
Ｆ
（
マ
ネ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
フ
ァ
ン
ド
）
が
元
本
割
れ
と
な
っ
た
。
元
本
確
保
し
て
い
た
は
ず

の
Ｍ
Ｍ
Ｆ
に
エ
ン
ロ
ン
債
が
含
ま
れ
て
い
た
た
め
、
エ
ン
ロ
ン
の
破
た
ん
に
よ
っ
て
日
本
の
投
資
家
は
想
定
外
の
損
失
を
被
っ
た

の
だ
。

　

金
融
市
場
に
お
け
る
フ
ァ
ッ
ト
・
テ
イ
ル
・
リ
ス
ク
を
、
イ
ア
ン
・
ブ
レ
マ
ー
は
二
一
世
紀
グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
の
国
際
政
治

の
リ
ス
ク
分
析
の
ツ
ー
ル
と
し
て
有
効
活
用
し
よ
う
と
し
た
。
そ
の
試
み
がT

he Fat T
ail

（
共
著
、
二
〇
〇
九
年
）
で
あ
る
（
（（
（

。

２　

国
際
政
治
に
お
け
る
フ
ァ
ッ
ト
・
テ
イ
ル
・
リ
ス
ク

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
時
代
、
一
国
の
政
治
力
、
軍
事
力
は
経
済
・
金
融
力
と
固
く
結
び
つ
い
て
い
る
。
一
国
の
経
済
・
金
融
力
と
は
、

持
続
的
成
長
を
裏
付
け
る
信
用
力
と
そ
れ
に
基
づ
く
資
金
調
達
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
に
依
存
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
環
境
下
で
の
政

治
リ
ス
ク
と
は
、
内
戦
や
ク
ー
デ
タ
ー
、
突
然
の
テ
ロ
な
ど
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
資
本
市
場
へ
の
シ
ョ
ッ
ク
で
あ
り
、
ロ

ー
カ
ル
な
シ
ョ
ッ
ク
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
規
模
で
増
幅
さ
れ
る
同
時
多
発
的
な
リ
ス
ク
で
あ
る
。

　

一
国
の
ソ
ブ
リ
ン
・
リ
ス
ク
や
カ
ン
ト
リ
ー
・
リ
ス
ク
に
つ
い
て
は
、
ム
ー
デ
ィ
ー
ズ
を
は
じ
め
と
す
る
格
付
け
会
社
に
よ
る

信
用
格
付
け
や
金
融
機
関
の
レ
ポ
ー
ト
な
ど
、
既
に
多
く
の
研
究
が
あ
る
。
こ
う
し
た
リ
ス
ク
分
析
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ

っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
政
治
リ
ス
ク
の
動
態
的
分
析
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

　

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
迫
る
緊
急
の
政
治
リ
ス
ク
と
は
、
ア
ル
カ
イ
ダ
や
極
右
に
よ
る
テ
ロ
活
動
な
ど
想
定
外
の
シ
ョ
ッ
ク
を
引
き

起
こ
す
複
雑
な
要
素
を
多
重
に
含
ん
だ
マ
ー
ケ
ッ
ト
・
リ
ス
ク
で
あ
り
、
従
来
の
静
態
的
な
地
政
学
で
は
カ
バ
ー
し
き
れ
て
い
な
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い
。
し
か
も
、
こ
の
種
の
リ
ス
ク
は
、
起
こ
る
確
率
は
低
い
も
の
の
い
っ
た
ん
起
こ
る
と
そ
の
損
害
は
非
常
に
大
き
い
。
ま
さ
に

特
大
の
フ
ァ
ッ
ト
・
テ
イ
ル
・
リ
ス
ク
な
の
だ
。

　

リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
政
治
リ
ス
ク
の
火
種
は
尽
き
な
い
。
中
東
の
民
主
化
、
ギ
リ
シ
ャ
国
債
の
デ
フ
ォ
ル
ト
懸
念
、

そ
し
て
、
多
額
の
財
政
赤
字
を
抱
え
金
融
市
場
に
と
っ
て
懸
念
材
料
と
な
っ
て
い
る
ス
ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
イ
タ
リ
ア
な
ど
、

さ
ら
に
米
国
や
中
国
、
あ
る
い
は
ロ
シ
ア
、
日
本
に
も
そ
の
火
種
は
存
在
す
る
。

　

加
え
て
、
政
治
リ
ス
ク
の
見
極
め
は
、
国
家
の
み
な
ら
ず
大
手
多
国
籍
企
業
に
と
っ
て
も
グ
ロ
ー
バ
ル
な
戦
略
上
、
非
常
に
重

要
で
あ
る
。
国
家
と
企
業
が
同
じ
利
益
を
求
め
協
力
し
合
い
、
か
つ
収
益
を
分
か
ち
合
う
、
産
官
一
体
と
な
っ
た
強
力
な
国
家
資

本
主
義
が
出
現
し
、
金
融
資
本
市
場
で
優
位
性
を
保
つ
た
め
に
国
家
も
企
業
も
戦
略
的
に
行
動
す
る
。

米
国
、
中
国
、
ロ
シ
ア
な
ど
覇
権
を
目
指
す
国
家
、
韓
国
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
よ
う
に
小
規
模
で
持
続
的
成
長
を
目
標
と
す
る
国

家
、
こ
う
し
た
国
家
群
が
ひ
し
め
き
あ
い
、
軍
事
、
安
全
保
障
面
も
含
む
あ
ら
ゆ
る
利
害
調
整
を
繰
り
返
し
て
い
る
の
が
、
国
際

政
治
の
実
態
で
あ
ろ
う
。

　

現
実
に
は
国
家
間
で
数
多
く
の
紛
争
や
小
さ
な
衝
突
が
同
時
多
発
的
に
起
こ
り
、
な
か
に
は
深
刻
な
事
態
に
発
展
す
る
場
合
も

あ
る
。
た
い
て
い
は
当
事
者
が
交
渉
し
、
事
態
は
平
和
的
解
決
に
向
け
て
収
斂
し
て
ゆ
く
が
、
テ
ロ
や
内
戦
な
ど
の
シ
ョ
ッ
ク
を

引
き
起
こ
す
場
合
も
あ
る
。
不
確
実
性
が
日
々
高
ま
る
な
か
、
フ
ァ
ッ
ト
・
テ
イ
ル
が
政
治
リ
ス
ク
分
析
と
予
測
に
ど
の
程
度
有

効
な
の
か
、
今
後
の
実
践
的
な
展
開
を
見
守
り
た
い
。



グローバル金融資本主義の政治経済学

179

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
不
可
逆
的
で
不
可
抗
力
的
な
動
き
と
捉
え
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
く
様
々
な
国

家
の
変
動
に
つ
い
て
、
最
近
の
ブ
レ
マ
ー
の
方
法
論
を
紹
介
し
つ
つ
、
新
し
い
政
治
経
済
学
の
枠
組
み
を
試
み
た
。

　

国
家
資
本
主
義
の
台
頭
に
よ
っ
て
、
一
元
的
な
価
値
観
を
国
民
に
強
制
す
る
よ
う
な
全
体
主
義
の
復
活
や
無
差
別
テ
ロ
な
ど
人

権
侵
害
を
伴
う
リ
ス
ク
が
高
ま
っ
て
い
る
。
全
体
主
義
を
防
ぐ
に
は
、
普
遍
的
価
値
と
し
て
の
良
心
の
自
由
、
寛
容
の
精
神
な
ど

西
欧
近
代
化
の
土
台
と
な
っ
た
「
資
本
主
義
の
精
神
」
の
再
認
識
と
ア
ス
ケ
ー
ゼ
の
実
践
が
国
家
レ
ベ
ル
で
必
要
で
あ
ろ
う
。

　

日
本
も
含
む
先
進
国
は
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ
ク
後
に
膨
大
な
財
政
赤
字
を
抱
え
、
今
後
は
財
政
を
根
本
的
に
立
て
直
し
、
ア
ス

ケ
ー
ゼ
に
基
づ
く
健
全
な
資
本
主
義
へ
戻
ら
な
け
れ
ば
、
資
本
主
義
自
体
が
衰
退
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
な
金
融
市
場
が
持
続
的
に
発
展
を
遂
げ
る
に
は
、
公
共
の
富
と
は
何
か
を
社
会
道
徳
の
教
育
を
通
し
て
伝
え
、
基

本
的
な
市
民
社
会
の
規
律
を
教
育
す
る
と
い
っ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
な
啓
蒙
活
動
が
必
要
で
あ
る
。
じ
っ
さ
い
、
資
本
主
義
を
支
え
て

き
た
、
自
由
な
発
想
、
独
創
的
な
発
明
、
新
規
事
業
の
立
ち
上
げ
や
技
術
革
新
、
新
し
い
経
営
組
織
な
ど
、
広
い
意
味
で
の
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
な
け
れ
ば
、
健
全
な
経
済
活
動
は
抑
圧
さ
れ
、
持
続
的
な
成
長
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。

　

二
一
世
紀
、
Ｉ
Ｔ
革
命
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
経
て
、
個
人
が
自
ら
望
み
、
絆
を
求
め
、
新
し
い
価
値
を
創
造
し
、
実
践
す
る
、

こ
う
し
た
一
連
の
試
行
が
社
会
的
規
模
で
の
変
化
を
起
こ
し
て
い
る
。
今
、
大
き
な
社
会
変
動
の
な
か
、
個
々
人
の
草
の
根
的
な

動
き
が
大
き
な
う
ね
り
と
な
っ
て
、
国
家
の
在
り
方
を
規
定
す
る
時
代
が
す
ぐ
そ
こ
に
来
て
い
る
。
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